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　平成30年度の活動報告書が完成いたしましたのでご高覧いただけますと幸いです。
　日本には140以上の管理栄養士養成施設がありますが、栄養クリニックを有する施
設は10校にも満たず、その社会的使命は極めて大きいものと考えます。今年度も、本
学の栄養クリニックの理念である「地域及び社会貢献」「管理栄養士の実践教育」「臨
床研究」の実現に向け、関係する多くの皆様にご協力いただきながら様々な活動を行っ
てまいりました。活動内容の詳細は本冊子をご覧いただけましたらと存じます。
　本学の栄養クリニックは「クリニック」と命名されていますが、いわゆる診療行為
を行う施設ではありません。一般市民を対象に個人あるいは集団に対して、管理栄養
士が食や栄養学についての様々な専門的知識を用いてアプローチや研究を行うことで、
疾病の予防や健康の増進に努めています。そのため、家政学部食物栄養学科のすべて
の教員と協力体制を取りながら運営が行われています。
　まもなく、「平成」から新しい元号に変わります。本学の栄養クリニックも急速に
進む世の中の変化を鋭敏に把握しながら、新たな時代にふさわしい体制を整えていく
必要があると考えています。
　最後になりましたが、設立当初から多大なるご支援とご協力をいただきました理事
長の芝原玄記様、事務局長の楠木純子様、副クリニック長の木戸詔子名誉教授、教務
部長の中山玲子教授、前クリニック長で現神戸学院大学栄養学部の田中清教授に厚く
お礼申し上げます。
　今後も一層のご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

� 栄養クリニック長
� 宮脇尚志

ごあいさつ

�
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Ⅰ　Ҭݙߩ

栄養クリニックは、健康に関する啓発活動を行うために京都市、東山区をはじめ学内外のさまざま
なイベントに参加したり、一般市民を対象とする公開講座や健康ͮくりをࢧ援するために個ผの栄
養૬ஊや健康ͮくりのための料理教室を開催したり、෯広い活動を行っています。５年間にわたる、
東日本大ࡂඃࡂ者に対する栄養管理ࢧ援も行ってきました。
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　平成28年度より３年間継続の事業として、メタボリックシンドローム、高݂ѹ予防のための減塩、ロコモティブシンドロー

ム、骨粗鬆症、ශ݂の５つのテーマで学習会を開催している。テーマ毎に身体ܭ測や身体機能のチェック、食生活を中心と

した生活習慣に関するアンケート調査を実施し、講義を行った後、ح数൝とۮ数൝共同で、30分でできる４品の試作・試

食をし、学習会から６か月間、各自改善に取り組んでいただき、６か月後には࠶度アンケート調査を行い、日常生活での変

化を分ੳして成果にまとめ、参加者や社会にؐ元することを目的としている。

　料理教室と同様、運営は栄養クリニック指導員によるاըで実施し、食物栄養学科の学生や栄養クリニック研म員がボラ

ンティアとして参加し、生きた学習の場になっている。

　なお、各学習会での研究に૬当する内容と成果は、̿40～46にࣔしている。

˗ශ݂ରࡦͷͨΊͷऔΓΈ

　アストリムによるϔモグロビン濃度（ਪ定）の測定

と食生活アンケート調査後、ශ݂症ঢ়のチェックポイン

トやమܽ性ශ݂の対策として吸ऩのよいϔムమ食品と

一ॹにたんぱく質、ビタミンCを含む食品をとることの

大切さを説明した。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：ܲレόーのカリカリ༲͛（食
塩�.�g、మ4.8Ng）、ࢬ౾とͻじきのクルϛυレッγング和 （͑食
塩�.5g、మ1.�Ng）、ਂ風どんͿり（食塩1.5g、మ12.�Ng）、
ܲの࣏෦煮（食塩1.�g、మ�.8Ng）

◉◉参加者の感想：మは吸ऩ率が低いこと、ϔムమや非ϔ

ムమがあることなど分かりやすい講義でශ݂について

しっかりと学べた。栄養に重をおいた時間ででき

る料理の紹介がよかった。今回紹介のあったܲレバー

料理はषみがなく食べやすかった。࣏部煮、ീ丁味、

ひじき料理など学ぶことが多く、どれもශ݂対策の料

理として作りやすくてよかった。� （木戸詔子）

˗ϩίϞςΟϒγϯυϩʔϜରࡦͷͨΊͷऔΓΈ

　ロコモ予防はૣめの知と対ॲが大切。ロコモ度テス

トを実施し、各自のロコモ度を֬ೝした。ロコモの中の

サルコペニアを取り上げ、筋肉の減少を؇やかにする食

事と運動のポイントを説明し、「主菜」を簡単に加で

きるメニϡ－を紹介した。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：ࡪのຯόターৠし（211kcal、
ͨんͺく࣭2�.5g、食塩1.2g）、ܲΉͶ肉のカレージンジϟー
ᖱΊ（1�6kcal、ͨ んͺく࣭12.5g、食塩�.5g）、ڇ肉のウスター
ιース煮の͚ͬサラダ（1��kcal、ͨ んͺく࣭15.�g、食塩�.9g）、
౾のകお͔͔ᖱΊ（91kcal、ͨんͺく࣭8.4g、食塩�.�g）

◉◉参加者の感想：ロコモ度測定でݱ在の自分のঢ়ଶを知

ることができてよかった。ロコモティブシンドローム

という聞きなれないݴ༿と講義、それに伴う料理、全

てこれからの指針になります。簡単にたんぱく質が摂

れる料理でؤுろうと思った。家族のためにも将来を

考えて実践していきたい。年々ਰえていくので今のঢ়

ଶをอつためには食事と運動は大切と思った。

� （中村智子）

ԘͷऔΓΈݮͷͨΊͷࡦѹର݂ߴ˗

　݂ѹ測定、各家庭の汁物塩分測定、減塩に関する知識

調査と食生活アンケート調査を行った。݂ѹ上ঢと卒

中および期ਛෆ全の発症リスクとの関係や高݂ѹがಥ

વҾきىこす大動຺解離について紹介した。

Ҭݙߩ
ҰൠࢢຽΛରͱ͢ Δʮ݈૿߁ਐͷͨΊͷֶशձʯⅠ
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◉◉実施献立（１人分の栄養価）：ॳ夏の؆୯ࠞͥ寿�69）࢘kcal、
食塩�.6g）、野菜の͚ͬྫྷౕϤーグルトιース（145kcal、食
塩�.2g）、カςージチーズͭくͶ（塩߿）（12�kcal、食塩�.4g）、
πナサラダϚスターυυレッγング（5�kcal、食塩�.2g）

◉◉参加者の感想：高݂ѹがҾきىこす動຺硬化ප変がわ

かりやすく具体的だったので勉強になりました。݂ѹ

測定や塩分測定があり、減塩の大切さや健康をあらた

めてೝ識することができました。初夏にピッタリの料

理4品が、1.4gの食塩使用で簡単に見栄えྑくでき、

家でもす͙できる料理で、とてもよかったです。減塩

料理のレパートリʕが૿え大満足です。�（木戸詔子）

ͷͨΊͷऔΓΈࡦᱷରૈࠎ˗

　Իによるの骨量を測定し、骨粗鬆症による骨折

予防の重要性を学び、各自の食習慣に合わせてカルシウ

ム摂取量改善目ඪを設定していただいた。家庭で常備で

きて手軽に使える食材を使った骨にྑい栄養素を豊に

含むメニϡ－を紹介した。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：ߴ野౾とׯしのத՚ᖱΊ
（カルγウム189Ng、Ϗタϛン%�.4�g、Ϗタϛン,�5�g）、ࡩ
͑ͼとࢬ౾のおやき（カルγウム1�4Ng、Ϗタϛン,16�g）、
さͦ΅Ζの̏色どんͿり（カルγウム241Ng、Ϗタϛン
%5.8�g、Ϗタϛン,6��g）、きなคͨͬりϛルクプリン（カ
ルγウム144Ng、Ϗタϛン,1�g）

◉◉参加者の感想：一により身近な食材でカルシウム

をたくさんとれる献立となることが分かったので、家

でも作りたい。日ࠒ使っている食材なので利用回数を

૿やして実行したい。３色ကは൨き肉で作っていまし

たが、さば؈でできるのには感心した。高野౾のレ

パ－トリ－が૿えた。骨について色々と考えさせられ、

学習内容をじっくりݕ࠶౼してみたい。�（中村智子）

˗ϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜରࡦͷͨΊͷऔΓΈ

　身長、カラμスキャンによる測定（体重・体脂肪率・

内臓脂肪レベル・骨格筋率）、ෲғ、݂ѹの測定と食生

活アンケートを実施。講義では測定結果のධՁ方法、メ

タボ関連情報「低質μイエット74低脂肪μイエット

のূݕ」「トリプルリスクを考える会の内容紹介」をし、

個人に合った食生活の大切さを説明した。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：エϏ・アスύラᖱ൧（�6�kcal、
食塩1.�g）、野菜の肉רき（14�kcal、食塩�.4g）、きのこのϚ
リωサラダ（4�kcal、食塩�.6g）、とこΖてん・トϚトスープ
（25kcal、食塩�.6g）

◉◉参加者の感想：メタボの最新の研究成果について知る

ことができてよかった。電子レンジで簡単にできる料

理ばかりで参考にしやすい。身体測定をして自分の身

体について知ることは、よい機会だと思った。

� （木戸詔子）

授業や測定の様子
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　当料理教室では毎回、実習前に食材の栄養知識や健康に関する「ミニ講義」を実施し、実習で学んだ内容とซせて、健康

૿進や生活習慣පの予防に役立てていただいている。

　この教室は栄養クリニック指導員によるاըで実施し、食物栄養学科の学生や栄養クリニック研म員がボランティアとし

て参加し、参加者とੵ極的にަ流を図り、コミϡニケーシϣン力を身にけたり、指導員の説明や質問への対Ԡの仕方などを

学ぶなど、生きた学習の場になっている。各教室には基本的に２～４名のボランティアが９時から準備に加わり、９時から

の٬、10時からの実習、12時からの試食・ยけ、13時からの全体のਗ਼・調理器具の整備に協力していいただいている。

　本年度は参加者の要望にԊって、下記に紹介するテーマで９回実施し、119名の参加があった。（実施教室の一ཡ表は�

̿64参照）

ࣨڭྉཧ߁݈ͨͬΛࡐઅͷ৯ق˗

ॳ夏のおもてなし؆୯健康料理
◉◉ミニ講義：加齢による免疫力低下を予防することの大

切さ、食材のブロッコリースプラウトの免疫成分とイ

チジクの栄養について紹介し、初夏の野菜をたっぷり

使い簡単で見栄えのするおもてなし料理にઓしてい

ただいた。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：ΦイルサーデΟンの
レϞンϚリω、ྫྷ和風コーンポタージϡスープ、
な͢とύプリカの༲͛ͼͨし、トϚトϒルスケッタ、
ॳ夏のՌΛͨͬコンポート（592kcal、食塩2.6g）

◉◉参加者の感想：ブロッコリースプラウトの免疫機能に

ついて知ることができ、ૣ活用します。とても簡単

であっという間に美味しく見た目も՚やかで、ボリϡー

ムのある料理ができ、とても楽しかった。夏休みの家

族のごメニϡーにし、この夏をりӽえたい。ト

マトのコンポートは感ܹしました。しい食材や料理

ので美味しさがഒ૿し、ϋードルの低い料理に大

満足です。� （木戸詔子）

͕ΑΖこͿ健康料理
◉◉ミニ講義：健康にӨڹを༩える内ڥを整えるには

善ەۄの割合を૿やすことが大切。善ەۄを૿やす発

߬食品、オリゴ、水༹性食物ણ維を含む秋の食材を

使い、や体の健康に有益な食物ણ維豊な献立を試

作した。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：もちഴサラダご൧、
ೲ౾入り焼きサϞサ、ಲώレ肉のきのこキムチᖱΊ、
େ౾と根菜のトϚト煮、Ϥーグルトのアップルジン
ジϟʵ・ジϟムのͤ（6�1kcal、食塩2.�g、食ણ
ҡ12.5g）

◉◉参加者の感想：内細ەの講義が分かりやすくてよかっ

た。身近な材料で食物ણ維が沢山とれるのでよかった。

各メニϡ－栄養を存分に考ྀされていて、おෲいっぱ

い、食物ણ維いっぱいで充実の内容でした。もちഴを

ਬくのは面と思っていましたが、こんなにも簡単に

作れる料理があったとは驚きました。食物ણ維を１日

必要量とるのは大変なことが実感できた。どれも美味

しく家族に作ります。� （中村智子）

Ҭݙߩ
ҰൠࢢຽΛରͱ͢ ΔʮྉཧࣨڭʯⅠ
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12月のおもてなし健康料理
◉◉ミニ講義・料理：ケークサレの発祥と楽しみ方

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：体にやさしい和風ポ
トフ、ズッキーニのカップサラダ、じゃこ・生姜入
りライスボール、チーズ＆野菜のケークサレ、いち
ごのサンタクロース（691kcal、食塩2.8g）

◉◉参加者の感想：種類が多く大変と思いましたが、家で

もできる見栄えのする野菜たっぷりの料理に大満足で

す。少しの手間で、素晴らしいおもてなし料理ができ

楽しかった。今日も新しい発見が沢山あり、食材の使

い方など、ものすごく学習できました。旬の食材の味

を大切にした料理を心がけます。ケークサレが作れて

とても嬉しく美味しかったので、家族や友人が集まる

ときに作ります。� （木戸詔子）

薬膳でアンチエイジング
　薬効のある旬の食材を使い、電子レンジなどを使用し

て簡単にできる薬膳料理を学び、献立を通して免疫力を

高めることの大切さやアンチエイジングに役立つ個々の

食生活の在り方を考えていただいた。

◉◉ミニ講義：薬膳の基本的な考え方

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：サムゲタン、ゴボウ
と松の実の炊き込み、鱈のクコ煮、三色の野菜ナムル、
デザート・蓮根もち（644kcal食塩2.5g）

◉◉参加者の感想：講義で薬膳や減塩の知識、実習で素材

の活かし方、調理のコツが学べてよかった。日常あま

り使わないクコの実、松の実などを使った簡単で美味

しい薬膳料理を健康のため日常に活かしたい。今まで

いかに濃い味で食べていたか、反省させられました。

� （木戸詔子）

ࣨڭԉͷྉཧࢧҭͯࢠ˗

夏休み親子料理教室「手打ちうどんづくり」
　一般市民を対象とした夏休みの楽しい思い出作りとして、

今年は、東山区対象の親子教室と連続して、同じ内容で

実施した（p10参照）。

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：手打ちの肉うどん、
カラフル夏野菜のチーズ焼き、スイカのキラキラゼ
リー（552kcal、食塩2.4g）

◉◉お母さんからの感想：子どもにマンツーマンで教えて

いただき、贅沢なひと時を過ごしました。包丁の持ち

方など親切なご指導で、大変充実した時間でした。う

どん作りは初体験で、意外と簡単で興味深く楽しかっ

たです。うどんも野菜のチーズ焼きもとても美味しく、

他の野菜を使って試してみます。肉うどん、だしが全

てを決めるのがよくわかりました。

◉◉お子さんからの感想：スイカのゼリーもうどんもすご

く美味しかった。とても楽しかった。カロリーや栄養

を考えた料理でおいしかった、手打ちうどんはいろん

な太さや硬さでよかった。家で、みんなにふるまいた

いと思った。� （木戸詔子）
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　当施設は、一般市民の健康૿進や生活習慣පの予防・改善のための料理教室を開設当初から開催しており、大学の研究機

関の一としての役割を担うため、外部の施設からの依頼による料理教室もできるだけ要望にԠえられるようにめている。

˗ೝఆ/10๏ਓ'B4P-BCPژɾґཔۀࣄ

食アレルΪーରࡦ料理教室
　本年度からೝ定NPO法人としてೝ定された「FB4oLBCo

京都」は、食物アレルΪーの子どもとอ護者と共にาむ

ことを目的に、「ͽいちΌんͶっと」の名শで意ஂ体

として2005年４月に設立され、以来、食事の心配をす

ることなく集ってަ流できる機会ͮくり、食事や子育て

に関する૬ஊなどのอ護者へのࢧ援、食物アレルΪーへ

の理解を関係者や一般にීٴするなど様々な活動を行っ

ている。

　卵白を完全にআڈした卵黄（卵白フリー卵黄）の分離

方法の会得と、その卵黄を使った料理を中心とした食物

アレルΪー対策の実習依頼を受け、当会員対象に下記の

通り開催した。

◉◉日時：平成31年２月８日（金）10：00～13：00

◉◉ςーϚ：食物アレルΪー（卵、ڇ乳）と野菜ݏい対策

講座

◉◉講ࢣ：෭クリニック長　木戸　詔子

◉◉参加者：FB4oLBCo�京都会員19名

◉◉ミニ講義：卵白フリー卵黄の分離法の要と卵アレル

Ϊーへの対Ԡ

◉◉実施献立：
ཛനフリーཛԫの　師ൣ後に、全員で一人当た
り３～４個の卵白フリー卵黄を分離した。
Φムライス　ܲڳ肉と細かくࠁんだ野菜をたっぷり
使ったトマトライスをਬき、卵白フリー卵黄に౾乳、
ย܀คなどを加えてフライパンで焼き、トマトライ
スを包み、手作りケチャップιースをかけ、パセリ
をఴえた。
ᖱりཛのフΟンΨーय़רき　子どものۤ手な੨菜や
きのこを卵、ϋム、コーンの味で食べやすくし、細
長いय़רにして༉をృってオーブンでカリカリに焼
いた。
野菜ͨͬりの͑ݟないスープ　アクの少ないۄͶ
͗、にんじん、キャベツ、ネΪをઍ切りしてᖱめ、
野菜の味をҾき出してからミキサーにかけ、混合
だしと౾乳を加えた野菜たっぷりのスープにした。

さͭ·いもケーキ　卵、ڇ乳、খഴคを使わないで、
電子レンジで加熱しマッシϡしたさつまいもにタピ
オカค、ココナッツミルク、๘ຶなどを加えて加熱
したケーキ生地をオーブンで焼き、アーモンド、レー
ズン、ࠇゴマをトッピングした。

◉◉参加者の感想：

　卵白フリー卵黄の分離方法をとても丁ೡに教えてき

よくわかり、楽しく学べてよかった。もっとૣく知りた

かった。今日からおやつ・料理に使います。アレルΪー

大学の講義（p27参照）で知り、参加して本当に勉強に

なりました。自Ԃに持ちؼり食育に反өさせます。卵黄

に౾乳を加えるなどして美味しい卵焼きができ驚きまし

た。卵黄の味がよくわかり、ೢ入りスープのബ味のやさ

しい味が体験でき、ബ味のよさを࠶発見しました。調理

ので沢山の野菜を使った料理とは思えない料理でし

た。ଉ子が卵白経ޱ免疫ෛՙ試験中です。ଉ子に初オム

ライスを食べさせたいです。� （木戸詔子）

Ҭݙߩ
֎෦ͱͷ࠵ڞɾґཔʹΑΔʮྉཧࣨڭʯⅠ
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˗ೝఆ/10๏ਓࠎ࣎ژΛकΔձɾۀࣄ࠵ڞ

ୈ6ճɹ骨粗ᱷ症予防のͨΊの料理教室
　ೝ定NPO法人京࣎骨を守る会との共催事業「骨粗鬆

症予防のための料理教室」を骨を守る会会員を対象に開

催した。講義により骨粗鬆症に対する理解、知識を深め

ていただいた後、実際に骨の健康に必要なカルシウム

（CB）、ビタミン%（7%）、ビタミンK（7K）を豊に

含む献立を栄養クリニックスタッフの協力のもと、調理

ŋ試食していただいた。

◉◉講義：骨粗鬆症ってどんなප気ʁどうやって診断する

のʁ

◉◉講ࢣ：ೝ定NPO法人京࣎骨を守る会事務ہ長、

　　　　ਆ戸学Ӄ大学教授　ా中　ਗ਼

◉◉ミニ講義：骨粗鬆症予防の重要性、骨の健康を守るた

めの生活習慣

◉◉୲：京都女子大学栄養クリニック指導員、�

　　　ೝ定NPO法人京࣎骨を守る会管理栄養士　

　　　　中村　智子

◉◉参加者：骨を守る会会員20名

◉◉実施献立：
サό؈とখ松菜の؆୯က　常備できるサバ؈は調理
が簡単でCBと7%が豊なおקめ食材。これにখ松
菜（CB、7K）、（7%）と白ネΪを加えて卵（7%）
でとじた簡単က。
カルγウムͨͬりʂϛルクスʵプ　CBを含む厚༲
げ、ڇ乳、スキムミルク、の༿、わかめを使い、
ञപと白味でコクと、とろみを加えた和෩スープ。
ਫ菜のന和͑サラダ　水切りした木綿౾（CB）を
和えҥとし、水菜（CB、7K）、カニかま΅こ（CB）
黄パプリカを和えた、ごまマϤネーズ味のサラμ。
ͼのೲ౾和͑　7Kが豊でCBも含͑ࡩみࠛとࠁ
むೲ౾にࠁみࠛ布（CB）、ࡩえび素ׯし（CB）、オ
クラ（7K、CB）を加えてകׯしで味けした和え物。
デザʵトɹいちご
（1人分の栄養Ձ：669kcBl、カルシウム616mg、
ビタミン%4.5⹘、ビタミンK237⹘、食塩3.2g）

◉◉参加者の感想：ීஈ使いの食材をしてのCB等の

栄養がしっかりとれるメニϡ－はอ存൛でとてもあり

がたいです。家庭では決まった使い方しかできていな

かったので、今日の内容を参考にして楽しく自分のも

のにしていきたい。毎年講義を聞いてؤுるが、࣍第

に自分の作りやすい献立になっていくので定期的に開

催して欲しい。高齢者になれば୭でも骨粗しょう症に

なるというݴ༿でยけず、それを予防することが何

よりも大切と思った。

ୈ̓ճ骨粗ᱷ症予防のͨΊの料理教室
回は第７回料理教室を平成31年３月上旬に栄養ク࣍　

ニリックとの共催にて実施を予定している。ా中教授の

骨粗鬆症予防についての講義と、会員様からのご要望の

多い、骨をৎにする栄養素が豊な料理の調理を行う。

� （中村智子）講義の様子
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　東山区は京都市の中でも特に少子高齢化が顕ஶである。本事業は「食」を通じた生活の知ܙを࣍世にえることで世

間のަ流を図り、ະ来を担う子どもたちの望ましい食習慣のܗ成や高齢者のネットϫークͮくりなどを目的とし、地域活動

を行っている。平成24・25年の2年間は東山区اը事業「東山区まちͮくりࢧ援事業助成金」に࠾され、この事業を開

始したが、平成26年以߱、地元女性会のボランティアの皆さんと東山区役所・東山区地域力ਪ進室のご協力をきながら、

大学ಠ自の継続事業として取り組んでいる。

˗ՆٳΈࢠྉཧࣨڭ

　東山区ݪ地域女性会のボランティアの方々のご協力

を得て、親子料理教室を開催した。世ަ流の場を提ڙ

し、食生活上の経験や知ܙをަし合うなど、女性会の

皆さんとएいおさんと元気なখ学生が、素晴らしい時

間を共有できる料理教室となった。

４月上旬　地域ަ流・料理教室の実施について、ݪ地

域女性会会長と打ち合わせ

６月15日　区民新聞ࡌܝ「親子で料理を楽しんでみま

せんかʁ」親子料理教室参加募集記事（東山区在住のখ

学生とอ護者対象　10組20名募集）、京女大栄養クリニッ

ク通৴募集記事（̿11参照）

７月26日　料理教室実施10：00～13：00

◉◉ձ場：栄養クリニック調理室

◉◉参加者：ݪ地域女性会３名、親子7組14名

◉◉献立：手打ちの肉うどん、カラフル夏野菜のチーズ焼

き、スイカのキラキラゼリー

◉◉実施内容：ࠛ布だしの味、塩が加わった味、かつおだ

しが加わった味を体験して、だしの美味しさを親子で

しっかり学び、খഴคからうどん作りなどを楽しんで

いただいた。

◉◉お母さんからの感想：ීஈ、なかなか່と一ॹにお料

理する時間がありませんが、今日はゆっくり楽しい時

間を親子で共有でき、່ が作った料理が美味しいとݴっ

てくれました。手打ちうどんは、意外と簡単で美味し

かったので、家でも作ります。子どもが思った以上に

料理ができ嬉しかったです。

◉◉お子さんからの感想：うどんの生地を伸ばすのが面白

かった。うどんを切るのがしかったけど、すごく集

中でき、上手にできたので楽しかった。キラキラゼリー

をつくるのが楽しかった。だしが美味しかった。野菜

のチーズ焼きも美味しかった。

˗γχΞྉཧࣨڭ

　高齢者の健康管理は東山地域の活性化に重要な課題で

あり、地域のみなさんが元気でަ流し合うことでいきい

きとしたொͮくりに繋がる。簡単な薬膳料理でアンチエ

イジングをテーマにミニ講義と調理を通して、ަ流の場

を提ڙし健康長寿に繋げていただいた。

９月中旬　区民新聞ࡌܝ「シニア料理教室」参加募集記

事（東山区在住の方、16名募集）。

10月24日　料理教室実施10：00～13：00

◉◉ձ場：栄養クリニック調理室

◉◉参加者：東山区民　9名

楽しく調理する様子

Ҭݙߩ
౦۠ࢁʹ͓͚Δʮ৯ʯΛ௨ͨ͡ҬωοτϫʔΫۀࣄੑ׆Ⅰ
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◉◉献立：サムήタン、୫のクコ煮、3色野菜のナムル、

࿇ࠜもち（デザート）

◉◉参加者の感想：初めての参加でしたが、大変気持ちの

よい施設でした。丁ೡな説明でԠ対がよく、楽しい時

間を過ごすことができ大満足しました。これから寒い

節に向かいますが、体も心もϗカϗカになる、体調ق

管理に役立つ料理でした。ૣ、家族のために作りま

す。薬膳の考え方、材料の薬膳効果などの説明があり、

今後の食生活に活かしたいと思いました。

˗ʮӫཆΫϦχοΫ௨৴/P���ʙ/P���ʯͷൃߦ

７月、10月：݄ߦൃ◉◉

◉◉ྔ：各号1700ຕ

◉◉ઌ：東山区の全খ学校（3ܭ校）と東山区役所・

東山อ健センター૭ޱ

：内容ࣄه◉◉

◉◉NP���ɹ݄̓߸：「バランスのよい食事で健康な体ͮ

くりʂ」「夏休み親子料理教室への参加募集」

◉◉NP���ɹ��݄߸：「成長期に骨量をஷして、骨粗

しょう症を予防しようʂ」「夏休み親子料理教室の体

験記」

� （木戸詔子）

�

No.14　10月号

No.13　７月号
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　例年、学Ԃࡇ（౻Ֆࡇ）の時期に、食物栄養学科と共催で健康維持૿進や疾ප予防への啓発活動の一として、来場者に

対して栄養ঢ়ଶのධՁ（アセスメント）と栄養૬ஊを行っている。

　この事業の目的は、学Ԃࡇの来場者の方々に対して、栄養アセスメントと栄養૬ஊを行うことにより、自身の健康を意識

してもらうとともに、管理栄養士としての資格を目指す食物栄養学科の学生ୡが栄養アセスメントを実施してコミϡニケー

シϣン力や実践力を身につけ、ઐ৬業人の育成に役立てることである。

　今年も、下記の実施内容にࣔす測定項目、特に、高齢

化社会に向けて近年目されているロコモティブシンド

ロームの簡単なධՁを行うために、60歳ະ満でر望す

る来場者に「ロコモ度テスト」として、問診とา෯の

チェックや座位からの立ち上がりテストを行った。

◉◉実施日時：平成30年11月３日（日・祝）

10：00～16：00（学Ԃࡇ期間）

◉◉実施場所：京都女子大学B校ࣷ１֊（B117、B118、

B119）

◉◉ओ࠵：京都女子大学栄養クリニック・食物栄養学科

◉◉実施者：ٶঘ志

実施分担者：医師・ٶঘ志、管理栄養士・中山ྰ子、

今Ҫܙࠤ子、米࿘直子、木戸詔子、中村智子、ラボラ

トリースタッフ・ਢさゆみ、֯出優ాٶ、رՂ೫、

༝利߳ࡔ野ࣿ߳、ٶ

◉◉学ੜアルόイト：食物栄養学科１～４回生・大学Ӄ生

27名

◉◉実施内容：

（１）�栄養アセスメント（身長・体重・体組成・内臓脂

肪測定、Ի骨密度測定、ロコモ度テスト）

（２）栄養૬ஊ（ر望者のみ、１人５～10分程度）

◉◉参加者：参加者は247名（男性68名、女性179名）で

あった。参加者は図１にࣔすように、男女ともに10

～20と40～50が多かった。各アセスメントへの

参加ঢ়گを項目ผに表１に、参加者の属性を表２にࣔ

した。

　ロコモ度テストでは３つのテストが行われ、（１）

立ち上がりテスト、（２）2ステップテスト、（３）ロ

コモ25（問診ථ）の３つのいずれかひとつでも֘当

する場合、ロコモと定される（移動機能の低下が始

まっているঢ়ଶをロコモ度１度、移動機能の低下が進

行しているঢ়ଶを２度）。図２にࣔすように、10、

20のए年でもロコモと定されるものが約60％

と多く、しかも、ロコモが進行しているロコモ度２の

֘当者が10で約40％、20で約30％も存在してい

た。今後はロコモ予防に向けてए年時からの取り組み

が必要であることがࣔࠦされた。

◉◉栄養૬ஊ：栄養૬ஊを受けたのは123名（栄養アセス

メント体験に参加された方のうち49％）で、ほとん

どの૬ஊ者から、測定結果についてධՁを求められた。

参加者の性ผおよび年齢ߏ成は図３、図４の通りであ

る。૬ஊ内容については多い順に、骨量、体脂肪（内

臓脂肪）、骨格筋量、BMI、ロコモであった。課題の

ある方には、栄養クリニックの冊子を配布し、食生活

や日常での改善ポイントを説明した。その他の૬ஊ内

容で多い順にメタボ対策、μイエット、低体重、高݂

ѹ、ප、ශ݂、ң障害、ྫྷえ性、ศൿ、ڮ本ප

などであった。また、एい男性に筋肉をつけたいなど

の૬ஊがあった。学生は休ܜ時間を利用して、参加者

の了解を得た上で、一人１݅栄養૬ஊの見学を行った。

　対象者からは「例年人気が高く測定のち時間が長

いので、一番に来た。」という方や「初めて骨量の測

定をした。参加してよかった。」などのが聞かれた。

एい男性でも骨量低の方がおられ、中には乳品、

খ魚、大౾品、ւ、ごまを全く食べていない方も

おられた。高齢者では、各自の実施している体調管理

についての֬ೝやサポートを求められる方が多かった。

� （ঘ志・木戸詔子ٶ）

表１　アセスメント項目ผ参加人数

アセスメント項目 人数 （%）

体組成・内臓脂肪測定 242 98.0

Ի骨密度測定 243 98.3

ロコモ度テスト（60歳以下のみ） 120 40.2

Ҭݙߩ
େֶࡇʹ͓͚ΔӫཆΞηεϝϯτମݧɾӫཆ૬ஊⅠ
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表２　参加者の属性

測定項目 男性 女性

身長（cm） 169.9±� 7.0 156.8±� 5.8

体重（kg） � 67.3±10.6 � 53.5±� 7.9

BMI � 23.3±� 3.3 � 21.7±� 2.7

体脂肪率（%） � 20.4±� 5.8 � 30.0±� 5.0

内臓脂肪レベル � � 8.1±� 4.4 � � 4.4±� 2.6

骨格筋率（%） � 33.2±� 3.0 � 25.3±� 2.5

骨密度（%YAM） � 89.3±20.9 � 86.4±19.2
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　世界有数の長寿国である我が国の平均寿命と健康寿命（健康上の問題で生活が制限されない期間）との差は男性で約９年、

女性で約12年もあり（平成29年厚生労働省発表）、この差の期間は介護などの援助が必要となる。よって、健康寿命を延ば

すことは個人の生活の質（QOL）を向上させると共に、医療や介護に係る費用の軽減にも繋がる。高齢化が前例のないス

ピ－ドで進むわが国では健康寿命の延伸は極めて重要な課題である。平成25年度より、京都市民を対象とした「高齢者の

骨を守るための栄養ケア対策」として継続して事業を実施している。

ଌఆձີࠎηϯλʔࢱਓࢢژ˗

　本事業は、京都市社会福祉協議会と連携し、京都市内

在住の50歳以上の方を対象として骨密度等を測定し、

結果説明と食生活のアドバイスを行い、骨粗鬆症予防等

の啓発および高齢者の健康寿命の延伸を図ることを目的

に実施した。

【計画・決定】

　実施にあたり、下記の通り行政担当者との打ち合わせ

を行った。

◉◉実施日：平成30年２月28日（水）

◉◉場所：社会福祉法人京都市社会福祉協議会　京都市長

寿すこやかセンター

◉◉参加者：京都市長寿すこやかセンター２名、栄養クリ

ニック３名

◉◉内容：平成30年度の実施内容（測定項目・実施内容

の見直し等）について。今年で６年目を迎えた「高齢

者の骨を守るための栄養ケア対策」は、老人福祉セン

ターの行事の中でも非常に関心の高い行事であるとの

ご意見を毎年いただいている。昨年度の調査結果を受

け、本年度は「骨の健康に関するアンケート調査」を

実施し、測定項目は骨密度・身長・体重とし、骨密度

の結果説明をグループ毎に行うことを提案して了承を

得た。また本年度は１施設あたり40名定員（昨年は

32名定員）とし、10施設で実施する方針となった。

設営の方法や備品の借用等の細かい内容については、

実施施設ごとに調整を行うこと、同意が得られた方の

データを研究・発表に使用することについても、行政

より承諾を得た。

【実施】

◉◉場所：京都市老人福祉センター10か所　詳細はp65

参照

◉◉対象者：京都市在住の50歳以上の参加申込者（募集

は各センターにて実施）

◉◉実施内容：アンケート調査、身長・体重・骨密度の測

定、結果説明

◉◉測定方法・測定結果：各施設、栄養クリニック指導員

１名に学生３名が同行し、測定を担当した。（詳細は、

研究報告p50参照。）

◉◉結果説明：グループ毎に骨密度の測定結果の説明を

行った。また本年度改訂した『骨を元気にするレシピ

集』を使って簡単な説明をし、今後の食生活の改善の

ための参考資料として活用できるよう配布した。

在学生による測定会のサポートの様子

Ҭݙߩ
େֶҬ࿈ۀࣄܞɹʙऀྸߴͷࠎΛकΔͨΊͷӫཆέΞରࡦʙⅠ
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【まͱΊ】

　本年度よりアンケート内容や測定項目を見直したこと、

結果説明を６～８名のグループผに実施したことで時間

ॖとなり、より多くの方にご参加いただくことができ

た。今年度も定員をえる申し込みがあったことからも

本事業に対する期度は依વ高い。その期におԠえで

きるよう本事業を継続していきたい。また、この事業は

栄養クリニックの存在を知っていただく機会としてもو

重であると考える。この事業を単なる骨密度測定会とし

てऴえるのではなく、実生活の中で予防や改善に活かす

ことが大切である。そのため、今回は骨の健康に関する

知識のೝ知度についての設問をアンケートに設けた。

　来年度以߱の本事業がさらに実りあるものとなるよう、

また栄養クリニックとして京都市民の健康寿命延伸に貢

献できるよう、本年度得られた調査結果の分ੳを進めて

いく。� （℄本美༝ل・中村智子）

◆骨を元気にするレシピ集の改訂
　骨の健康に重要な生活習慣・食習慣をਖ਼しくೝ識し、日々の生活で実践できること、また、個々の食生活の改善の

ためのώントが得られる冊子とすることを目ඪに平成25年度に第１൛、平成28年度に第２൛を発行した『骨を元気

にするレシピ集』の第３൛を本年度1000部発行した。「骨粗鬆症」や「脆弱性骨折」などの用ޠや骨を強くするた

めのポイント（食事・運動・日ޫཋ）、食生活についてはカルシウム・ビタミン%・ビタミンKの摂取、主食・主菜・

෭菜をଗえることや減塩の必要性、カルシウムの吸ऩを્害する要因について、解説や実施のためのώントを記ࡌし、

各種測定会や学習会で広く活用している。
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　毎年10月に京都中ԝ৴用金ݿ主催で地元の中খا業や大学、行政等の研究機関によるஊ会が開催され、本年度で30回

目に当たる。このイベントには当栄養クリニック開設前年度から参加しており12回目となる。来場者数は約8000人を想定

しており、今年は320ブースの参加があり、大学からは12校が参加した。本学栄養クリニックは１ブースを使用し、指導員

２名、スタッフ１名と食物栄養学科学生よりӃ生１名、４回生１名、２回生２名が参加した。当اըへの参加は、本学栄養

クリニックのアピールと学生たちのコミϡニケーシϣン力を養い、管理栄養士の資質向上に役立てることを目的としている。

◉◉日時：平成30年10月17日（水）10：00～17：00、

18日（木）10：00～16：00

◉◉場所：京都૯合見本市会ؗ（パルスプラザ）

◉◉対象：ஊ会参加来場者および一般市民

◉◉内容：Ѳ力、ϔモグロビン（ਪ定）、骨密度の測定

および栄養૬ஊ

◉◉ࢿ料：骨を元気にするレシピ集、ශ݂予防Ψイド

�レシピ集（栄養クリニック作成冊子）、栄養クリニッ

クの利用Ψイド

　栄養クリニックの開設目的や活動事例の一部をパネル

媒体で紹介すると共に、今後の事業紹介を行った。また、

市民への健康維持や生活習慣ප予防のੵ極的な啓発活動

の一として、骨密度測定、ϔモグロビン測定、Ѳ力測

定などをແ料で実施し、各自の健康への関心を深めてい

ただいた。ر望者には、結果説明や身長と体重の自ݾ申

告から体格指数（BMI）の説明、各自の必要とする健康

管理に有益な食事と運動についての情報を提ࣔし、個々

の栄養૬ஊにԠじた。学生は、受、測定の内容説明、

測定実施と簡単な結果説明を担当した。

【成果】

　参加者は134名で下図にࣔす通り20～80歳と෯広く、

男性68%、女性32%であった。結果説明や栄養૬ஊでは、

改善の必要がある方に食事や運動を中心としたアドバイ

スを行った。「自分の身体や栄養ঢ়ଶを知ることができ

た」、「具体的な食事の改善が明֬になった」などの感

想をいただいた。主催者ଆからも「栄養クリニックの人

気は高い」とのコメントいただき、栄養クリニックのೝ

知度が高まり、個人૬ஊの予約やا業から栄養情報のࢧ

援を求められた。栄養૬ஊの内容は、骨粗鬆症、メタボ、

ප、高コレステロール݂症、高݂ѹ、ңやᢄ臓切আ、

ශ݂、がんなどさまざまであった。高齢者だけでなく、

20歳でもかなりの骨量低下の方がおられた。骨粗鬆

症は生活習慣පの一つであるにもかかわらず、予防やૣ

期発見に対する一般のೝ識がく、今回、初めて測定す

る方もかなりおられた。リピーターも約10名おられ、昨年、

このイベント会場で、当栄養クリニックの指導員から骨

量が人ฒみよりかなり低いとの指ఠを受け、１年間、ק

められた食生活と運動をしっかりした方が、ඪ準をや

や上回るまで改善され、感ܹされていた。骨粗鬆症のٙ

いがある方には、受診קし、ૣ期発見、ૣ期࣏療の重

要性を啓発することができ、この成果は大きいと思われる。

◉◉学ੜの感想：長時間でしたがとてもやりがいがあり、

ऴわってみると楽しかった。実際に、栄養૬ஊを行っ

ている内容を初めて聞くことができ、勉強になりまし

た。今後もこのようなイベントに参加したい。休ܜ時

間を利用して、会場を見学し、京都のا業を知ること

ができ、参加してよかった。

� （木戸詔子）

25

20

15

10

5

0
ࡀ20 ࡀ30 ࡀ40 ࡀ50 ࡀ60 ࡀ70 ࡀ80

ʢਓʣ

Ҭݙߩ
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イϕントのࢀՃֶ生のײ
　栄養クリニック開設の目的のひとつ、「実践力のある管理栄養士養成のために、在学生が様々なイベントに参加

して、管理栄養士としての資質の向上を図る」というから、栄養クリニックのイベントに本学食物栄養学科の学

生の参加をੵ極的に受け入れている。大学では社会のニーズにԠじた実践力を備えるために、一般の方が健康や栄

養に対してどのような考えを持っているか、個人のᅂや経ࡁ面を考え、ઐ的な用ޠを使わず૬手にわかりやす

く説明する力など身にけなければならないことはたくさんある。

　栄養クリニックで開催される様々な事業では、実際に管理栄養士が一般の方へ情報発৴する࢟を見ることができ

る。学生がスタッフと一ॹになって参加することで、どのようなえ方をすればわりやすいのか、どのような情

報に一般の方は興味をࣔすのかなどを学び、それͧれのݱ場で自身で課題を見つけ、対象者ଆに立った目ઢでの食

事指導や栄養指導ができるキャリアを身にけて欲しいと考えている。

ײՃֶ生のࢀ

様々な年の方とのし方、体組成・骨密度測定の測り

方などを学べました。栄養૬ஊを見学して、その場で結

果を見て的֬な指導ができる力を身にけたいと思いま

した。

（１回生/大学ࡇにおける栄養アセスメント体験）

骨密度に関して全くのແ知のঢ়ଶであったので、測定し

ながら自らの理解を深めることができました。また、ઌ

生のԣで栄養指導を見学させていただいて管理栄養士の

仕事にഽで৮れることができました。

（３回生/大学ࡇにおける栄養アセスメント体験）

　栄養クリニックのイベントは長時間の活動であるにもかか

わらず、学生たちはऴ始সإでੵ極的なଶ度で感が持てる

Ԡ対ができていた。今後、管理栄養士として携わるさまざま

な事業の中で、自ら課題を設定し、اը・立案から実施、ධ

Ձ・課題解決などの場面に役立つ体験ができたと思われる。

特に、栄養૬ஊの知識・技術は大学の授業で学ぶだけではで

きないことがわかり、期以上のऩ֭であったようである。

在学中に栄養クリニックの行事にੵ極的に参加し、各自の能

力をഓい、社会のニーズにԠえられる実践力を身にける教

育の場として今後も栄養クリニックを活用して欲しい。

ֶ生のࢀՃঢ়گɹ໊ۀࣄ（ਓ）

料理教室・学習会（21）、ෟখランチ（500）、大学ࡇにお

ける栄養アセスメント体験（27）、東山区地域連携事業高齢

者の骨密度測定会（30）、中৴ビジネスフェア（５）

� （ਢさゆみ）
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ෟ属খ学校でのෟখスクールランチのࢧ援、女子大生のための料理教室、特定の教育施設等を対象
とする講演活動などを行っています。また、卒業生・大学Ӄ生・一般市民を対象とした生֔学習会
（栄養講座など）、管理栄養士などの医療・介護ઐ৬を対象とした研究会なども開催してきました。
また、栄養クリニックの開催するイベントには本学食物栄養学科の学生がボランティアとして参加
し、将来管理栄養士として働く上で役立つ知識や技術を学んでいます。
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　平成26年度にෟ属খ学校ではڅ食が導入され、「ෟখスクールランチ」（食育活動）が始まり、今年度は５年目になる。

平成18年度から始めたෟখランチ（京都女子大学とෟ属খ学校のখ大連携食育ランチ）時の８年間を含めると、ෟখで

の食育活動は、実に13年が経過することになる。

� ˞本食育活動は、څ食と区ผして「ෟখスクールランチ」とশしている。

ʮෟখεΫʔϧϥϯνʯͷతͱ࣮֓ࢪཁ

　ෟখランチでの食育の目的を継承して、第１に、ෟ属

খ学校の児ಐٴびอ護者への食育、第２に食物栄養学科

をはじめとする学Ԃ内の学生に対する実践栄養教育、と

している。

　平成30年度のڅ食は、څ食調理センターの移設事

に伴い、例年より１か月く、５月22日より開始した。

１年生には入学お祝い、２年生以上には、進ڃお祝いの

献立とした。今年度は、自વࡂ害に見われ、６月18

日は地、７月６日は大雨、９月４日、10日は大雨ܯ

報のため、４ܭ日څ食中止となり、７月５日は大雨のた

め、ࡂ害用カレーに変ߋした。

　ෟখڅ食ݕ౼会は例年月１回、年間10回程度開催し

てきたが、今年度は自વࡂ害で休校が多く、時間が取れ

ず、お楽しみ献立の試食会を݉Ͷ、３回開催した。メン

バーはෟখ（教಄長ߐઌ生、食育担当の教་、村養護

教་、各学年の担当教員）、څ食調理センター（ෆೋ家

事　খマネージャー、野村管理栄養士）、と大学ଆ

は中山、経営اը・広報室でߏ成されている。また、試

食会の際は、学生ボランティアリーμー７名も加わり、

栄養管理、ᅂ、Ӵ生・҆全、食育の؍、څ食として

大量調理がՄ能か等をݕ౼し、実施した。

ੜ͖ͨࡐڭʮཱݙʯͱ৯ҭ

　学校食育の中֩であるڅ食を「生きた教材」として活

用するҝ、ઌず、څ食調理センター管理栄養士の立てた

献立を、中山が指導助ݴし、ෟখのઌ生方の了承を得て、

֬定となる。จ部科学省の食育の目ඪである６つの食育

のࢹ（食事の重要性、心身の健康、食品を選する能

力、感謝の心、社会性、食จ化）を考ྀし、食育を行っ

ている。

　献立もかなり充実してきており、19日（食育の日）

前後は、旬の食材メニϡーとし、行事食、日本の味め͙

り（ڷ土料理）、外国の料理、おばんざいメニϡーなど、

シリーズ化して、食育の充実を図っている。また、Ϣネ

スコແܗจ化Ҩ産にొされた「和食」継承のため、

28年度から、24日前後に「和食の日」献立として、ڇ

乳をつけず、だしのうま味や「和食」のよさを見直す献

立を提ڙしている。表１に５～２月の食育のテーマ、食

育のࢹ、献立（抜ਮ）をࣔす。

　食育์ૹは、献立名（おห当配置図）と食材を３色食

品܈に分けたメモ、および、その日の献立内容から作成

した食育メモ（図１）を、各教室で担のઌ生にモニター

にөしていただき、食育์ૹは、基本、څ食ҕ員会のҕ

員の児ಐにಡんでもらっている。児ಐもுり切ってಡん

でおり、また、クラスメイトもクイズ等を楽しんでいる

とのことで、よい教育効果が出ていると思われる。

　今年度の学生ボランティアは、食物栄養学科４回生　

７名（岡ా、ᅳ本、中、ொా、ງా、松ฒ、एྛ）の

リーμーのもと、食物栄養学科を中心に、教育学科や生

活福祉学科等、教৬をཤमしている学生がボランティア

をしている。څ食を教材として、食育メモ、献立用ٴࢴ

び食育ߘݪを、ボランティアの学生に作成してもらうが、

教育の؍から、食育์ૹのメモおよび์ૹߘݪは、す

べて中山が最ऴ֬ೝをしている。

　リーμーの作業は、ボランティアの募集、食育資料の

作成指導・ҹ・配布等多ذにわたっており、ほ΅毎日

のことでもあり、卒業研究、ब৬活動、国家試験対策等

もありかなりෛ担は大きいと思うが、本当によくؤுっ

ている。６月25日に１年生のอ護者を対象としたอ護

者試食会が開催され、リーμーが食育メモを用意し、献

立の説明等をさせていただいた。献立内容もධだった

が、食育์ૹもとてもධで、ෟখスクールランチが毎

日実施されていることを大変تんでいただいた。

　児ಐも配膳や食べ方などにも慣れてきたため、教室で

の配膳やマナー指導のボランティアは、特に１年生はク

ಈ׆ҭڭ
ಈɹʙෟখεΫʔϧϥϯνʙᶘ׆Ԃʹ͓͚Δ৯ҭֶࢠঁژ
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ラスに１～２名を配置している。毎日約４～５名（食育

์ૹ担当、クラス配属）のボランティアが必要であり、

食育メモ、三色分けの献立表、์ૹߘݪの作成等を含め

るとボランティア૯数は500名をえる。これらの経験

を生かして、栄養教་・管理栄養士または教་として活

༂してくれるものと期している。

ʮָ͓͠ΈཱݙʯͱࣨڭͰͷ৯ҭ

　通常のڅ食とはผに、１学期に１回、リーμーが「お

楽しみ献立」とশする献立を作成している。献立݅は、

ᶃ日本ܕ食事（和食、一汁三菜）とし、だしをきかせた

汁物を出し、ڇ乳はけない、ᶄ学校څ食摂取基準にԊっ

た栄養管理、特にڇ乳がないためカルシウムが摂取でき

るように、ᶅ旬や地場産の食材、京野菜などを使用

し食จ化や食材の産地について指導、ᶆアレルΪー対Ԡ

として、ڇ乳、খഴค、卵を使わず、少しでも多くの児

ಐが食べられるように配ྀ、ᶇࢫ味や߳り、৮感など五

感を使った味֮教育等とし、献立を生きた教材としてे

分に活用できるよう、食育のͶらいを明֬にしている。

通常、์ૹで行っている食育を、お楽しみ献立の日は、

各クラスにボランティア学生（栄養教་教৬課程ཤम４

回生）を配置し、ࣔܝ媒体を基に食育を行っている（ࣸ

ਅ１）。

　平成30年度は11月29日、平成31年３月８日（試食ݕ

౼会は10月24日、２月16日）に実施した（表２）。７

月６日は大雨のため中止となり、献立試食ݕ౼会、教室

の媒体等も作成したが、大変念であった。「お楽しみ

献立」と聞いて、ϋンバーグやカレーなどきな料理を

イメージしている児ಐもいるとのことであり、名শや献

立݅等、今後の課題と考えている。

　以上、څ食導入５年目として、献立内容や食育の、

充実がなされてきたように思う。食育์ૹの内容も、毎

日５分ではあるが、内容も多ذにわたり、児ಐの食の知

識・興味関心は深まって来ている。࣍年度は、さらなる

び食育の質の向上、充実を図り、ෟখの学校教育ٴ食څ

と関連けながら体ܥ的に進めていけるよう力したい。

� （中山　ྰ子）

図１　食育์ૹメモ

ࣸਅ１　11月お楽しみ献立　食育の様子
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表２　お楽しみ献立のテーマと食育教材

食育内容 平成30年7月6日（大雨のため中止） 平成30年11月29日

ݙ
ɹ
ཱ

テーマ 五色の࠼りˑカラフル七夕ランチ 秋܆る　ߚ༿ランチ

主食 五色のご൧ 秋の味֮ਬきおこわ

主菜 の大༿ཽా༲げࡸ の京かわり焼きࡪ

෭菜 ౙӝのおさまあんかけ れんこんと京菜のしΌきしΌきᖱめ

෭෭菜 ສ願寺ਏ子のおかか和え 白菜とえのきのމຑ和え

汁物 冊汁　౾乳仕立て 秋の࠼り౾乳汁

デザート 七夕ゼリー さつまいもとりんごのオレンジジϡース煮

献立紹介

表１　平成30年度食育のテーマと献立（５～２月抜ਮ）

月 日 食育のࢹ テーマ 献立

5

22 社、จ 入学、進ڃおめでとうʂ　ϋレの日の食事 খ౾ご൧（入学、進ڃお祝い献立）

24 จ 「和食」について 「和食」の日献立

28 選 य़野菜について य़野菜の࠼スープ

6

4 健 よくטむことの大切さ かみかみ献立（ࣃ予防デー）

8 จ おばんざい（おきまり料理あらめのਬいたん） おばんざいڅ食

14 จ、健 アメリカ料理（クラムチャウμー） 世界の料理　（アメリカ）

19 選、健 6月の旬食材ҷ 旬食材メニϡー（食育の日）

29 จ 水ແ月（夏ӽのᜄ） 水ແ月

7
2 選、健 旬の食材（トマトカレーと夏野菜ιテー） セルフ献立

3 選、健 ഴごはん ഴごはんの日

9
18 จ 大分ݝのڷ土料理（とり天、だんご汁） 日本の味め͙り（大分ݝ）

25 จ 秋のお൴؛（おは͗） 「和食」の日献立

10

10 選、健 目のѪ護デー（目にྑい食品、トマトなど） 目のѪ護デー献立

12 จ フィッシϡアンドチップス 世界の料理　（ニϡージーランド）

25 健、จ ཽా༲げについて 「和食」の日献立

29 選、จ ߳ݝの食物（さ͵きうどん、オリーブオイル） 日本の味め͙り　（߳ݝ）

11
8 健、選 むことの力ט かみかみ献立　（いいࣃの日）

17 จ 三重ݝのڷ土料理（ૐฌ汁） 日本の味め͙り　（三重ݝ）

12 14 จ ౙࢸ、ౙ休みの過ごし方 ౙࢸ献立、2学期最後のڅ食

1

15 จ খਖ਼月（খ౾ご൧、なます） খਖ਼月献立

22 重、健 カレー、学校څ食ि間 カレーの日
（食でカレーが初めて出た日څ）

29 จ 北ւಓのڷ土料理（ࡪのザンΪ、ۭ知汁） 日本の味め͙り（北ւಓ）

2

4 จ、健 節分 節分献立

13 จ 白身魚のムニエルプロバンス෩ 世界の料理（フランス）

19 จ、選 ੴݝのڷ土料理（࣏部煮） 日本の味め͙り（ੴݝ）

˞�食育のࢹ：〈重〉食事の重要性、〈健〉心身の健康、〈選〉食品を選する能力、〈感〉感謝の心、〈社〉社会性、〈จ〉食
จ化
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食育内容 平成30年7月6日（大雨のため中止） 平成30年11月29日

食育媒体

旬

産地

食
育
の
視
点

〈重〉 仲間との食事や食味のよさは、
心を豊かにすると感じる。

仲間との食事や食味のよさは、
心を豊かにすると感じる。

〈健〉 色々な食品をバランスよく食べ、
栄養バランスのよい食事の大切さを知る。

色々な食品をバランスよく食べ、
栄養バランスのよい食事の大切さを知る。

〈選〉 夏に美味しい旬の食材を知り、味わって食べる。 料理に使われている色々な食品の名前が分かる。

〈感〉 食べ物や食に携わる人に
感謝の気持ちを持って食事をする。

食べ物や食に携わる人に
感謝の気持ちを持って食事をする。

〈社〉 食事マナーを考えて楽しく食事をする。 食事マナーを考えて楽しく食事をする。

〈食〉 五節句である七夕を、食事を通して祝う。 秋に美味しい旬の食品を知り、味わって食べる。
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　本料理教室は学生生活センターのاըによる事業で、在学生にਖ਼しい栄養知識、料理技術の習得を通じて食の大切さを学

び、自分の健康管理に役立ててもらうこと、女性としての教養を身にけてもらうことを目的に実施している。今年で７年

目を迎え、学生生活センターからの依頼により、和食を基本からしっかりと学べるよう基礎ฤとԠ用ฤの２回受講ࣜܗで、

年２回実施する内容に変ߋした。

◉◉ओ࠵：学生生活センター

栄養クリニック：࠵ڞ◉◉

◉◉実施分୲：（基礎ฤ）木戸詔子　（Ԡ用ฤ）中村智子

◉◉ςΩεト：（म）栄養クリニック

◉◉参加者：（前期）学生19名（後期）学生11名

◉◉前ظ日ఔ：（基礎ฤ）平成30年５月23日（水）15：00～18：00

　　　　　　（Ԡ用ฤ）平成30年６月20日（水）15：00～18：00

日ఔ：（基礎ฤ）平成30年11月21日（水）15：00～18：00ظޙ◉◉

　　　　　　（Ԡ用ฤ）平成30年12月19日（水）15：00～18：00

˗৯ͷجຊʢૅجฤʣ

　和食の基本をテ－マに包丁の持ち方をはじめ、だしの

種類や取り方、お米のਬき方やおに͗りのѲり方などの

師ൣを行いながら指導した。また、配布のテキストには

調理ಓ具とその使い方、調理や料理の基本の解説や調理

手順をイラストやࣸਅを加えて記ࡌし、学生が自でも

調理しやすいようにした。

　各献立を調理・実習することにより、࣍の調理操作や

料理の基本的な知識を習得することを目的に実施した。

おʹ͗り　米のਬき方、おいしいおに͗りのѲり方

େࠜͱきΎ͏りのਣの　調味酢の配合割合、調味料

のܭ量方法、野菜の切り方、生野菜の水切り

͡Ό͕Ҷͱ༲͛のຯ汁　だしの種類と混合だしのと

り方、汁物の基本と種類

き卵のコツ、和食のりけ（膳רきཛ　だしרͩ͠

組み、一汁三菜）の基本

˗৯ͷجຊʢԠ༻ฤʣ

　各献立の調理・食材の知識を講義した後に、基礎ฤで

学んだ内容についても෮習しながら「具入りਬきおこわ」

「ਁし物」「汁物」「煮物」「デザ－ト」の調理実習を実

施した。また、基礎ฤに続きԠ用ฤのテキストを配布し

た。

　各献立を調理・実習することにより、࣍の調理操作や

料理の基本的な知識を習得することを目的に実施した。

౻൧　米の種類、ਬきおこわのਬき方、具入り・味

けごはんのポイント

΄͏Εんのおਁ͠　ਁし物・酢の物・和え物の基本、

੨菜の茹で方と水気の切り方

ಈ׆ҭڭ
ֶੜੜࢧ׆ԉࣄߦɹʙঁࢠେੜͷͨΊͷྉཧࣨڭʙᶘ
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かきたま汁　すまし汁と吸い物の基本、混合だしのと

り方

筑前煮　和食の煮物の基本、煮物の調味の順番と落と

し蓋の役割、野菜の切り方

フル－ツ入り透明羹　寒天とゼラチンの調理操作の違

い、寒天寄せの基本

◉◉参加者の感想：和食を基礎から学ぶことができてよかっ

た。グル－プで協力して作ることができて楽しかった。

詳しく学ぶことができて自分のスキルを上げることが

できた。人数が少なくて、準備が綿密でよかった。料

理を始めるきっかけになった。酢の物を食べられるよ

うになった。� （中村智子）
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　平成30年度学長࠾ܕ課題解決プロジェクト「教育学ઐ߈・児ಐ学科と京都༮ஓԂとの教育研究連携」では、京都༮ஓ

Ԃの親子活動を教育学ઐ߈の学生がࢧ援し、方が学ぶことを目的とした事業が行われている。その事業のひとつとして、

料理を通してドイツの食จ化を学ぶことを目的に、栄養クリニックで親子料理教室を開催した。

◉◉ओ࠵：教育学科教育学ઐ߈（教育学科教授　表�ਅ美）

◉◉協力：京都༮ஓԂ主事深ᖒ素子、教育学科学生３回生

４名

栄養クリニック：࠵ڞ◉◉

◉◉日時：平成31年１月16日（水）11：30～15：00

◉◉場所：栄養クリニック　調理室

◉◉講࠲：京都༮ஓԂ対象の親子料理教室「ドイツの食จ

化、ドイツのおうちごはん・軽食」

◉◉講ࢣ：ドイツの食จ化（本学จ学部外国ޠ準学科।教

授　土ҪΪーゼラ）、ドイツ料理の調理実習（෭栄養

クリニック長　木戸詔子）

◉◉ड講ੜ：京都༮ஓԂ親子12組

　土ҪΪーゼラ।教授より、ドイツの食จ化について食

材や食でのѫࡰなどドイツޠをަえておしがあった。

その後、෭栄養クリニック長木戸詔子より、調理・器

具の使い方、手のચい方を説明し、実習に入った。献立

はドイツの家庭で一般的によく用いられるものを使い、

簡単で食材の味が味わえて、栄養バランスのよい献立で、

食育のਪ進につなげられるをした。

υイツ෩・۩ͩ͘さんεーϓ　ベーコン、ιーセージ、

Ͷ͗、キャۄ、肉、じΌがҶ、にんじん、セロリڳܲ

ベツ、ブロッコリーを使い、じっくり煮込んだ࠼りの

よい、素材のやさしい味を味わえるスープ。

͡Ό͕͍のύンケーΩ　じΌがҶをフードプロセッ

サーにかけ、卵と少量の塩を加えた生地をϗットプレー

トでカリッと߳ばしく焼いたパンケーキに、電子レン

ジを使った簡単な手ͮくりのリンゴジャムをఴえ、ミ

ニトマトとベビーリーフを০った。

◉◉感想：

Ԃ児の感想：皆と一ॹに作れて楽しかった。自分でた

くさんの野菜を切り、食べることができて楽しかった。

料理が美味しかった。パンケーキを焼きཪฦすところ

がよかった。また、やりたい。

おさんの感想：家では時間にわれ子どもの૬手が

できませんが、のんびりと、子どもがやりたい作業を

やりたいだけでき、親も料理を教わることができ、と

ても楽しい時間を過ごすことができました。素材を生

かした料理がとても美味しかった。大学のお࢞さんと

৮れ合え、自分で野菜を切り作ったスープをいつも以

上にたくさん食べていた࢟がҹ象的で、子どもがとて

も楽しそうだった。野菜をあまり食べない່が、今日

は沢山食べていてびっくりしました。

学生の感想：子どもたちがいろいろと興味をࣔし、た

くさんのことにઓでき、とても楽しそうでした。切

るものが多く大変でしたが、子どもたちにできること

が多く、おさんと一ॹにスムースにできた。皆で一

ॹに美味しい料理を食べ、本当に楽しくてよかったで

す。

　Ԃ児に「すごくよかった、少しよかった、ී通、よ

くなかった」の４ஈ֊ධՁで、記入していただいたと

ころ「すごくよかった」が100%であった。親に「満

足、やや満足、ී通、ややෆ満、ෆ満」の５ஈ֊ධՁ

で記入していただいたところ、回答された10名全員

が満足であった。参加した学生にࢧ援が「े分できた、

一部できた、ී通、一部できなかった、ほとんどでき

なかった」の５ஈ֊で自ݾධՁしていただいたところ

「े分できた」１名、「一部できた」２名、「ແ回答」

１名であった。� （木戸詔子）

ಈ׆ҭڭ
ʙᶘࣨڭྉཧࢠ༮ஓԂରͷژըɹʙࢀಐֶՊϓϩδΣΫτͷࣇɾ߈ҭֶઐڭ
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　広報活動の一として、学Ԃ内外の特定機関や施設などから講演依頼があれば、出来るだけ要望にԠえることで、食と

栄養に関する情報を発৴している。

˗ΞϨϧΪʔେֶژ࠲ߨ

　৬場で働く食のઐ家、アレルΪー患者やその家族な

どを対象に、アレルΪーに関する知識と技術を身につけ、

食物アレルΪーマイスターの資格が授༩されるアレルΪー

大学講座（基礎・初ڃ、中ڃ、上ڃ）が、全国８会場（Ѫ

知、੩岡、三重、ذෞ、ઍ༿、新ׁ、京都、ԭೄ）で、

延べ４ઍ名をえる受講生を対象として毎年６月～11

月にかけて開催されている。平成27年～29年には京都

会場の一部を栄養クリニックで開催し、その一コマの講

師要を受けて実施したが、今年は会場を下記に変ߋし

て実施された。

◉◉ओ࠵：ೝ定NPO法人アレルΪーࢧ援ネットϫーク

◉◉講2018：࠲年第13期「アレルΪー大学京都」

◉◉日時：平成30年６月３日（日）10：45～12：15

◉◉場所：京都市生֔学習૯合センター山科・アスニー山

科

◉◉対象者：アレルΪーࢧ援ネットϫークਖ਼会員　30名

ೕ༮ظࣇのӫཆとཱݙ
� 講師：木戸詔子

　授乳期では、乳栄養と人栄養の栄養特性、乳は

乳児に対Ԡして初乳から成乳に成分が変化するだけでな

く、免疫機能・容面や、子関係、産後の体回෮、

生活習慣පなどのからも優れていること、ڇ乳アレル

Ϊーへの対Ԡについて説明した。

　離乳食では、栄養バランスのとれた離乳食の基本的な

考え方、かむ学習、ফ化機能、五感、特に味֮ܗ成の発

ୡや食リズムのܗ成上から離乳食は重要な役割をもって

いることを説明し、具体的な離乳食の進め方、手ͮかみ

食べの重要性、果汁のฐ害などについて述べた。また、

2000年ࠒから乳栄養児で、親のビタミン%ෆ足に

පの発症ܥ因した、新生児や乳児のѱ性जᙾ、ਆ経ى

など、深ࠁなঢ়ଶがクローズアップされ、乳児の成長の

げになっている。この実ଶ調査から、්や授乳්の

食事や日ޫཋෆ足が児や乳児に重大なӨڹをٴ΅すこ

とから、乳児、්、授乳්の日ޫཋがਪ進されている

ことを紹介した。

　五感の発ୡがめざましい༮児期では、食体験の大切さ、

食に対する学習ڥを整えることの大切さを具体的に述

べた。食べ物のきݏいや量ムラは自我の芽生えと前向

きにとらえ、ૣ৸ૣىきの習慣、ۭෲঢ়ଶをつくる、親

の決めつけをආけることの大切さを述べた。子どものภ

食の対Ԡ策として、だしはࠛ布だし、ࢎ味はマイルドな

味、ۤ味のある野菜、魚、きのこ、ւの具体的な調ࢎ

理法を紹介した。子どもの味֮ܗ成は、ബ味でないとਖ਼

常な発ୡが望めないこと、また、食事を美味しく食べる

ことは、健全な成長をଅすだけでなく、免疫力の向上、

人間ܗ成上からも重要であることを説明した。

　乳༮児期の献立の考え方について、「日本人のための

食事摂取基準2015年൛」の基本の理解、「厚生労働省報

告書・食を通じた子どもの健全育成（いわゆる食育のࢹ

から）の在り方に関するݕ౼会」の授乳・離乳期、༮

児期のͶらいと目ඪについて解説し、３つの食品܈を用

いた献立作成の基本的な考え方をࣔした。

　最後に、食物アレルΪーの予防と対Ԡの基本とܲ卵・

乳アレルΪーの献立のల開例、卵白アレルΪーでも҆ڇ

心して使える卵黄の分離や家庭や外食でのトラブルにつ

いて、具体例をࣔしながら解説した。

ಈ׆ҭڭ
֎෦͔ΒͷґཔʹΑΔߨԋɾ࠲ߨᶘ
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◉◉感想

　乳児の栄養に関する研究成果など、最新の情報を知る

ことができ勉強になった。何となくわかっていると思っ

ていたことが明解になり、これから実践していく上で、

役立ちます。卵黄と卵白の完全な分離法や茹で卵では卵

白オボムコイドが卵黄へ移行することを初めて知り、今

後の業務に役立つことが多くとてもよかった。楽しく食

事をすることの大切さがわかり、自分がこれまでやって

いたことを見直すことができました。

　皆さん熱心にメモをとられており、質問も多く、参加

者から沢山の資料を使って分かり易い説明で充実した講

義が受けられ、大変有益であったとの感想をいただいた。

� （木戸詔子）

˗ত��৯ֶՊଔۀੜಉ૭ձߨԋ

　昭和55年本学食物学科卒業生からの依頼で栄養クリ

ニックの施設見学会および講演を行った。

◉◉日時：平成30年11月17日（土）14：00～16：00

◉◉場所：栄養クリニック２F

◉◉参加者：28名

健康長寿の食生活
～骨粗しょう症と認知症の予防～
� 講師：木戸　詔子　

　はじめに、栄養クリニックの開設目的と施設紹介や主

な活動内容を紹介した。

　「骨粗しょう症の予防」では、骨粗しょう症の診断基

準、脆弱性骨折の特徴、円背とその障害について解説し

た後、体重の１/５を占める骨が骨芽細胞と破骨細胞の

働きで、常に一定の強さと質のよい骨を維持している仕

組み、２～５年で全ての骨が入れ替わり、毎日、どこか

で３～６％の骨がつくり替えられているため、骨の主材

料であるカルシウムの摂取と骨芽細胞を活性化する運動

が毎日必要であることなどを解説した。また、骨粗しょ

う症を含む運動器の疾患（ロコモティブシンドローム）

が、介護要因の一位を占めることから、家庭でのロコ

チェックやロコモ度テストを受けることの大切さ、また、

加齢に伴う筋肉量と筋肉機能の低下（サルコペニア）を

予防する大切さを述べ、サルコペニアの診断基準とその

対策について解説し、最後に骨を強くするための具体的

な生活習慣のポイントを紹介した。
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　「ೝ知症の予防」では、ೝ知症患者数の実ଶと今後の

予測データの紹介、アルツϋイマーܕೝ知症発症のメカ

ニズム、イΪリスのೝ知症予防政策例、日本でのೝ知症

を予防するエビデンスデータの紹介、高齢者のフレイル

とೝ知症の関係などを解説した後、ೝ知症（弱体質ڏ）

を予防する食生活や運動の効果を紹介し、骨粗しょう症

もೝ知症も予防できる疾患であることを強調した。

◉◉参加者の感想：ٱしぶりに校で講演を聞き、大学生

のࠒにؼった気分でした。最新の研究動向を౿まえた

ઐ知識をわかりやすく教えて下さり、大変勉強にな

り、強いܹを受けました。栄養クリニックの地域貢

献の意義深さにも感心しました。ૣ、骨粗しょう症

やೝ知症の予防のために、栄養のとり方を意識し、毎

日の運動を心ֻけたいと思います。

� （木戸詔子）
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　食物栄養学科の卒業生へのࢧ援活動の一つとして、また、栄養クリニックの活動実ଶを一般に周知し、より望ましい食生

活の実践につなげるために生֔学習会として栄養講座を年ೋ回実施している。

˗ӫཆ࠲ߨʢલظʣ

◉◉日時：平成30年７月21日（土）13：30～16：00

◉◉場所：栄養クリニック３F　多目的室１、２

◉◉対象：一般市民53名（卒業生２名、学生２名含む）

ձ：栄養クリニック指導教員　中山ྰ子࢘◉◉

ӫཆでこんなにมΘΔ、のൃୡやපؾ
～͔ࣇΒऀྸߴ·で～
本学家政学部食物栄養学科教授、栄養クリニック研究員�

� খ児ਆ経ઐ医　⁋　խ߂

　栄養によっての発ୡや疾患のなり易さが大きく変

わることを主にྟচ研究データを基に֓説した。

　まず導入として、栄養とප気と聞くとのප気のこと

を思いුかべる人は多くないかもしれないが、は多く

の栄養をফ費する臓器であり、そのために栄養との関連

が非常に強いことを乳児ののফ費エネルΪーの数な

どを提ࣔして説明した。

　前では「児期の栄養と」と題して、以下の３つ

の事ฑを説明した。

１）低出生体重だと、意ܽؕ多動性障害（A%H%）な

どの発ୡ障害を来すՄ能性が高くなることが疫学研

究から分かっている。発表者はモデルラットを用い

て実験を行なっているが、やはりラットのも低出

生体重だと多動となることをࣔし、そのݪ因を明ら

かにし、新規࣏療法・予防法開発のために行なって

いる研究の一部を紹介した。

２）児期のਆ経発生の障害であるೋ分症は、්

が༿ࢎをしっかり摂取することで大෯に発生率を減

らすことが出来ることを米国のྟচデータを提ࣔし

て説明した。どんな්でも৷初期から必ず༿ࢎ

を摂取するようにされた米国の政策を紹介した。

３）৷中に魚を多く食べている්から生まれた子ڙ

は知能（IQ）が高いことをイΪリスでの疫学研究と

米国政のΨイμンスを基に紹介した。

　後では「成人（高齢者）の栄養と」と題して、以

下の２つの事ฑを説明した。

１）アルツϋイマーපになりにくくする（発症リスクを

低下させる）予防薬や生活習慣を見つけようと世界

中で大な数の研究が行われてきているが、それら

をまとめてൺֱした最近の研究では、最もアルツϋ

イマーපの予防効果があるのは「健康的な食生活」

であったことを紹介した。

２）健康的な食事として、地中ւ食、%A4H食、MIN%

食を紹介し、その効果をࣔす研究も紹介した。

　　具体的には、オリーブオイルやナッツを多く摂取す

る地中ւ食によって心݂管疾患になる率が減ること

を明らかにしたྟচ研究を紹介した。また、アルツ

ϋイマーපの発症リスクを低下させることを目指し

て考案されたMIN%食によってೝ知機能の低下を؇

やかに出来ることをࣔしたྟচ研究จを紹介した。

　最後に、研究結果は常に一般化される༁ではないこと

（違った݅の人が、ਪされている栄養・食事を摂取

した場合に、必ず効果があるとは限らないこと）を説明

した。� （⁋խ߂）

ಈ׆ҭڭ
ӫཆ࠲ߨᶘ
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子どものຯ֮ܗと健康
� 京都女子大学名༪教授、෭栄養クリニック長

� 管理栄養士　木戸詔子

　新生児の味֮は大人の２ഒもහ感で、味᤹細胞が多く、

ઉ以外に、ޱ蓋、಄にも分布している。味、塩味、

うま味、ࢎ味、ۤ味の五つの基本味は生理的なシグナル

で、新生児にはࢮ活的な背ܠがある。また、親の食事

が離乳食開始後の乳児に༩えるӨڹは大きく、৷初期

と離乳食開始前では、前者のӨڹが強いことを紹介した。

また、離乳食での味֮ܗ成やの発ୡなどがஶしい༮児

期での食体験が子どもの健康な体ͮくりに重要なばかり

でなく、将来の生活習慣පとの関わりがあることを紹介

した。また、子どもの味֮障害が૿えている調査例をࣔ

し、そのݪ因がいわゆるジャンクフードの摂取が多く、

濃い味けしか美味しいと思えない子どもが૿えている

こと、食体験のภりから、本来の食品のもつ素材の美味

しさを味わう食体験が少ないことなどを紹介した。この

ような食のภりからѥԖෆ足による味֮障害をҾきىこ

すだけでなく、ѥԖは体内で重要な働きをしているため、

成長がれたり、のਆ経ୡ障害から美味しさを感じ

ることができずফ化ෆྑやਫ਼ਆ的なӨڹがݱれたりする

場合があることなどを紹介した。

　味֮ܗ成はബ味でないと発ୡしないこと、美味しく味

わって食べることで、からの分ൻされるさまざまなϗ

ルモンでফ化をଅしたり、շ楽を感じたり、ଣӷ中に免

疫グロブリンや݂ӷ中に白݂ٿが૿加して健康な体ͮく

りに関༩していること、味֮ܗ成は༮少時の味のり込

みが大切であることなどを紹介した。また、࠭や༉の

摂取は味ܹ֮が強く、摂食中からのϗルモン分ൻ

で、やみつきになる味であるためコントロールが必要な

こと、また、和食の美味しさの基本であるだしの美味し

さは、特に༮児期、学ಐ期のり込みが重要なこと、美

味しさの要因はさまざまな背ܠがあり、ෳ合的な感֮や

メンタル的な要因も大きいことから、食べ物の美味しさ

がわかるよう、感受性を豊かに育み、༮少のࠒから本物

の味を体験することの大切さを解説した。最後に「ピϡ

イゼの味֮授業」「栄養クリニックのだしの美味しさの

体験学習」を紹介した。

◉◉参加者からの感想：医学的な見地からのでと栄養

の関係、༿ࢎ・マインド食など得るところが多かった。

ਪされる食材とආけるべき食材は具体的でわかりや

すかった。魚を多めにとることの大切さがよくわかり

ました。༿ࢎが大事な栄養素であると初めて知りまし

た。成人した່たちにもえていきたいと思います。

ѥԖの働きの重要性、「おいしく」食べることの大切さ、

খさい時の生活様ࣜの大切さを࠶ೝ識しました。美味

しいことが健康アップにもつながること、味֮ܗ成は

༮少時のり込みの部分は目からうろこです。味֮ܗ

成はബ味でないと発ୡできないこと、低学年までに֮

えさせることなど、とても参考になり、実践すること

の大切さを感じました。とても素晴らしいご講演でし

た。食の大切さを改めて֬ೝしました。美味しく食事
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を楽しみたいと思います。将来の子どものために参加

しました。もっと意識をしながら食べることを大事に

していきたいです。� （木戸詔子）

˗ӫཆ࠲ߨʢظޙʣ

◉◉日時：平成30年10月27日（土）13：30～16：00

◉◉場所：栄養クリニック３F　多目的室１、２

◉◉対象：一般市民52名（卒業生２名含む）

ձ：栄養クリニック指導員　中村智子࢘◉◉

体の෦と食のྲྀΕ
� ಙౡ大学名༪教授、元本学食物栄養学科教授

� 生化学・栄養学ઐ　山本ঘ三

たちは生きるために毎日３食をとっているが、体のࢲ　

と機能を理解したうえで、食べたものが体の中でどߏ

うなって行くのかについて解説した。

　ώトの体の種々の臓器のうち特に食べ物の流れに関わ

るのは、ফ化器とਛ臓である。図１のようにޱに始まり、

ң・খ・大を経てᡗにऴわるのがফ化管である。

ୡの食べ物は、量的にはఽค・脂肪・白質の三大栄ࢲ

養素を主とし、ビタミン・ミネラル・食物ણ維を含み、

そして水を必要とする。三大栄養素は図２のような種々

の食品として食べられる。図３のようにఽคはブドウ、

白質はアミϊࢎ、脂肪は脂肪ࢎとグリセロールが結合

した大きな分子である。このような大きな分子のմとし

て食物をޱに入れると、ࣃでטみઉで፻Ͷて食物մをখ

さくࡅき、食ಓを経てңやখにૹる過程で、それͧれ

の運動（筋肉がऩॖして）によってさらにখさなմとす

る。ফ化器の運動には図４のような３つのܕがある。こ

のような機ց的破ࡅでখさくなったとしても、まだ大き

な分子のままである。

　図１のޱからᡗにࢸる「ফ化管の中」は「体の外」

であって、本当の意味で「体の中」へ取り込むには、ఽ

ค・白質・脂肪のڊ大分子のままでは「体の中」へ取

り込めなくて、ブドウ・アミϊࢎ・脂肪ࢎというখさ

な分子にまでバラバラにされͶばならない。食物がここ

まで「ফ化」されて初めて「体の中」へ入ることができ

る。そこで働くのは「ফ化߬素」で、ఽค・白質・脂

肪に特ҟ的に働く߬素が、それͧれ図５のようにফ化管

の各部位でফ化ӷとして分ൻされる。各栄養素がফ化さ

れた結果のブドウ・アミϊࢎ・脂肪ࢎが、主としてখ

で「吸ऩ」されて「体の外から中へ」取り込まれる。

吸ऩされたものは一୴؊臓へૹられて、ブドウはや

筋肉へ分配されてエネルΪーݯとして使われ、アミϊࢎ

は؊臓や各臓器で白質の合成に使われ、脂肪はエネル

Ϊーݯとしてফ費され、りは体脂肪としてえられる。

　三大栄養素や他の栄養素を含む食品が体の中で使われ

た結果できるഇغ物は、ਛ臓からとしてഉᔔされる。

ਛ臓は水の出入りを調節して、必要量を֬อするととも

に、݂ѹを調節している。� （木戸詔子）

図1

図2

図3
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図4

図5

පؾになΒないͨΊの食生活
� 京都女子大学名༪教授、෭栄養クリニック長

� ྟচ栄養学ઐ　木戸詔子

　栄養バランスのよい食事として、エネルΪーを生産す

るたんぱく質：脂質：炭水化物（三大栄養素）のエネル

Ϊーൺ率を13～20%：20～30%：50～60%にするこ

とが理想とされている。その献立例を食品ߏ成で具体的

にࣔした。主な国際例と日本食での変ભを紹介後、エビ

デンスに基ͮく1975年ࠒのయܕ的な日本食の健康食モ

デルを紹介し、この日本食はᶃストレス性が少ない、ᶄ

エネルΪーফ費のଅ進、ᶅ内臓脂肪をཷめない、ᶆ老化、

ප、脂肪؊、Ψン、機能の延などに対するエビ

デンスが得られていることをࣔした。しかし、ݱ在の外

食モデルでの栄養バランスは、大きく理想からဃ離して

いるものが多いことを具体的に紹介した。

　

　健康な体ͮくりには、三大栄養素のバランスをอち、

一日に350̶の野菜と150̶（ਖ਼味）の果物の摂取がਪ

されている。ݱの食生活では外食への依存性が高く、

脂肪過多の食事と野菜と果物の深ࠁな摂取ෆ足が、特に

20～40歳で多い。その結果、成人の１/４が動຺硬化

やප、成人の１/８がਛ臓පを๊えている。これら

の国民ප発症の背ܠと予防のための食生活上のཹ意を

簡単に解説した。

　最後に、ප気にならないためには、内ڥを整えて、

免疫力をアップすることの重要性を説明し、の善ەۄ

を૿やす食生活のポイントをࣔした。栄養バランスのよ

い和食モデルを使って、献立のコツと美味しく食べるこ

との大切さを解説した。

◉◉શମの感想：分かりやすい資料を使い、実生活に役立

つとてもためになる内容で、素晴らしかったです。人

間の体の素晴らしい出来に感動し、大切に使いしっか

り管理したいと思った。ফ化器は体外という説明は、

なるほどと思った。の微ឿໟは興味深かかった。食

生活を見直し栄養バランスを意識する必要性を強く感

じた。野菜、食物ણ維の重要性、和食のྑさの講義は

とても勉強になった。食生活の重要性を࠶ೝ識できま

した。

　講座参加者の満足度は、参加者の67%が満足、29%

がやや満足、４%どちらともいえない、ややෆ満とෆ満

を回答した方はいなかった。� （木戸詔子）
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Ⅲ　ใ׆ಈ

広報活動の一として、食・栄養に関する情報や栄養クリニックの活動についての取材、レシピの
紹介や食をテーマとしたاըへの協力も行っています。また、健康・栄養に関するਖ਼しい情報を
え、実生活で活用できるように、レシピき冊子8種類に加え、健康情報を記ࡌした料理本『京女
レシピ』なども発行しています。
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ಈ׆ใ
ӫཆΫϦχοΫ։ઃ��पه೦ۀࣄɾӫཆΫϦχοΫϩΰϚʔΫͷ࡞Ⅲ

　京都女子大学栄養クリニックは、平成20年７月に開設し、地域貢献・教育・研究を目的に活動を続け、平成29年７月に

10周年を迎えた。平成29年７月１日から平成30年６月30日を栄養クリニック開設10周年記念事業の期間と定め、昨年度

は一般市民を対象とする公開講座や運動講習会、「食」と「いのち」の取り組みに関わる本願寺との協働事業を行い（活動

報告書第10号参照）、さまざまな場面で栄養クリニックのあゆみと取り組みを紹介してきた。その流れの中で、栄養クリニッ

ク開設10周年を記念し、京都女子大学栄養クリニックの象徴となるロゴマークを作成することとなった。

◉◉デザイン案作成：京都女子大学家政学部食物栄養学科、栄養クリニック

◉◉デザイン協力：生活デザイン研究所

◉◉KWU：Kyoto　Women’s　University

◉◉NC：Nutrition�Clinic

◉◉デザイン：三大栄養素を表す色として、赤（たんぱく質）・黄（炭水化物）・緑（ビタミン・ミネラル）を使用し、それら

をイメージする食品を白抜きのイラストで描いています（左よりブロッコリー・米・魚）。円周のデザインは顕微鏡で調

べる、探求する意を表し、研究活動に結びつけたデザインとしています。

� （木戸詔子）



37

ᶙ 


ใ
活
動
│

　全国の管理栄養士課程のある大学147校中、栄養クリニックが設置されているのは6校だけである。その中でも、本学の

栄養クリニックは、一般市民を対象としてさまざまな活動を行っている。そのほとんどの事業に管理栄養士を目指す学生が

参加して、管理栄養士に必要な実践的知識や技術を学ぶ学習の場としている。しかし、受験生にはこの優れた栄養クリニッ

クの存在はほとんど知られておらず、毎年、オープンキャンパスを利用して、当栄養クリニックの活動内容を紹介している。

˗ΦʔϓϯΩϟϯύε

　８月３日～５日にオープンキャンパスが開催され、その初日のキャンパスツアーの最後に30分間の栄養クリニック見学

会を組み込み実施した。

◉◉実施日：平成30年８月３日（金）11：30～16：00　１グループ30分、４回の見学

◉◉場所：栄養クリニックの施設・設備

◉◉見学者：71名

◉◉内容：リーフレット（栄養クリニックとは）、活動報告書、栄養クリニック作成の冊子を配布し、活動内容を紹介し、栄

養クリニックの施設・設備を案内した後、簡単なアンケートを実施した。

◉アンケート調査結果

　６割が近畿で、北は東京、南は福岡から参加されていた。高校３年生29%、２年生38%、１年生26%で、本学が第一志

望は９%で、62%が決めてないと答えた。栄養クリニックの存在を知っていたのは２名だけであり、HPを見て知ったと回

答していた。当施設見学後、入学したい気持ちが強くなったが、41名（85.4％）を占めた。

◉栄養クリニック見学者の感想

・どんな設備があるか知りたかったので、参加し

てよかった。活動に非常に興味をもちました。

・とてもきれいな設備で、参加してよかった。管

理栄養士になりたいという気持ちが強くなりま

した。

・このような活動が大学であることを初めて知り

ました。全国規模で広がるといいなと思いまし

た。行事に参加してやってみたいと思う気持ち

が強くなりました。

・全国の管理栄養士課程を持つ大学に栄養クリニッ

クが6つしかないことを知り、驚きました。参

加して説明を聞き、栄養により興味をもちまし

た。

・栄養が如何に体に大切かを将来の子どもたちに今以上に教えて欲しいと思いました。

・学生の間に管理栄養士のスキルを身に着けられる場があるのは素晴らしいと思いました。

・充実した施設で、機材もいろいろあり、見学できてよかったです。

・実践的な授業が大学内で受けられ、ボランティアとして経験できるのは魅力的と思いました。

・説明だけでなく、実際に何か体験できるともっとよかった。� （木戸詔子）

ಈ׆ใ
ΦʔϓϯΩϟϯύεֶݟձⅢ
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　本学食物栄養学科卒業生を対象に栄養クリニックの行事紹介、教員の研究成果や食品・栄養のトピックス紹介、卒業生の

৬場紹介などを年２回発৴している（今年度は355名）。また、卒業生から意見が寄せられるコーナーを設けるなど、卒業

生のࢧ援活動の一つとして行っている。

˗ϝʔϧϚΨδϯͷ৴

　食物栄養学科の卒業生の多くは、පӃや食品اܥ業、栄養教་など管理栄養士というઐ৬として活༂している一方で、

仕事上のみを๊えている方もいる。栄養クリニックの設立目的でもある教育は卒業生に対しての生֔教育を含んでおり、

栄養クリニックの開催する生֔学習会を通して卒業後の学びの場とઐ৬同士のަ流の場を作っている。しかし、実際は仕

事がしく施設に足を運んで講義を受けたり、イベントに参加したり、公開講座に参加したりできない方が多く、そのよう

な方々に向けてミニ知識や最新のトピックスを発৴している。ミニ知識は食物栄養学科の教員が自身の研究テーマや最近

題の食品・栄養の題をり込み、さまざまなフィールドで働く卒業生にわかりやすく、興味深い内容となっている。また、

卒業生だよりでは৬場でいきいきと働く卒業生の࢟をࡌܝし、卒業生へのྑいܹとなっているようである。

� （ਢさゆみ）

ಈ׆ใ
৯ӫཆֶՊଔۀੜରʮӫཆΫϦχοΫϝʔϧϚΨδϯʯⅢ

京女をイメージしたやさしいงғ気のデザイン

イベントの情報や報告がࡌܝされている
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栄養クリニックは、จ部科学省が定める݅（設立から3年の活動実と҆定した継続的な共同研
究ができる人員ߏ成と学内予ࢉ配分などの運営体制が整っていること）を満たしており、大学ෟ属
研究所としてೝՄされています。大学ෟ属研究施設として、ྟচ栄養学や予防栄養学分野での研究
に取り組んでおり、健康寿命の延伸、骨粗鬆症やメタボリックシンドロームなどの生活習慣පの対
策を中心に栄養アセスメント等の活動を行い、その研究成果を学会等で発表しています。また、大
学Ӄ生や卒業生を対象とする研म員の受入れを行っています。
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　本年度の主な研究活動成果として、一般市民を対象とした生活習慣ප予防を中心とした学習会、大学地域連携事業・高齢

者の骨を守るための栄養ケア対策、東日本大ࡂඃࡂ者に対する栄養管理ࢧ援プロジェクト、大学ࡇにおける一般市民対象

の栄養アセスメント体験などをまとめた。その一部を本年度の日本栄養改善学会学術૯会、日本පଶ栄養学会年࣍学術集会、

京都女子大学食物学会ࢽに発表した。なお、栄養クリニックで取り組んでいる研究は、本学のྟচ研究ྙ理৹査ҕ員会の承

ೝを得て実施されている。

 ֶशձͷ࣮ࢪ༰ʹ͍ͭͯQ̐ࢀর

˗ϝタボリックγンυロームରࡦのͨΊのऔりみ
【測定߲】身長、体重、体脂肪、内臓脂肪、骨格筋率、

ෲғ、݂ѹの測定。ෲғઐ用の「メタボメジャー」を配

布し、測定方法を学び自での測定をଅした。

【ϝλϘධ価】身体ܭ測の結果と医療機関での݂（ۭ

ෲ時݂、HCA1c）、脂質（トリグリセライド、H%L�

コレステロール、L%L－コレステロール）、݂ѹ（ऩॖ

期݂ѹ、֦ு期݂ѹ）、薬の有ແよりධՁ。

【アンケート】メタボに関する食事と運動の生活習慣に

ついて実施。

【講義】日本医療健康情報研究会『低質μイエットvs

低脂肪μイエット』ূݕデータの報告（2018年３月）

から学ぶメタボ対策、2018年４月発足・トリプルリス

ク（高݂ѹ、高݂、高݂中脂質は一つѱくなると他の

２つもѱくなる）を考える会の活動について解説。

【対象】メタボ学習会に参加した30～80歳（男性２名、

女性10名）の12名。

【結果】年齢ผに３49）܈歳以下３名、50～69歳４名、

70歳以上５名）に分けて結果をࣔした。図１にࣔすよ

うに、加齢に伴い「メタボ」と「メタボ予備܉」、「Ӆれ

メタボ」の合ܭが૿加した。また、加齢に伴い体脂肪率、

内臓脂肪レベル、ෲғ、݂ѹの測定が高をࣔし、骨

格筋率が低をࣔした。BMIについては、加齢に伴い、

高（ං満）と低（やせ）の割合が૿えた。体脂肪率

の結果を図２、骨格筋率の結果を図３にࣔした。

ಈ׆ڀݚ
ֶशձͷՌᶚ

ϝλϘ ϝλϘ༧උ܉ ӅΕϝλϘ ਖ਼ৗ

શମ

Ҏ্ࡀ70

50ʙ69ࡀ

ҎԼࡀ49

̌̀ 20ˋ 40ˋ 60ˋ 8̌ ˋ 10̌ ˋ

ਤ̍ɹࢀՃऀશମͱྸผϝλϘධՁͷ݁Ռ

͍ ඪ४ ͍ߴ ͍ߴ

Ҏ্ࡀ70

50ʙ69ࡀ

ҎԼࡀ49

̌̀ 20ˋ 40ˋ 60ˋ 8̌ ˋ 10̌ ˋ

ਤ̎ɹྸผମࢷͷධՁ

͍ ඪ४ ͍ߴ ͍ߴ

Ҏ্ࡀ70

50ʙ69ࡀ

ҎԼࡀ49

̌̀ 20ˋ 40ˋ 60ˋ 8̌ ˋ 10̌ ˋ

ਤ̏ɹྸผے֨ࠎͷධՁ

栄養クリニック活動報告書_第11号 0227.indd   40 2019/02/27   11:23



��

Ⅳ 

研
究
活
動
│

　食生活では、魚の摂取ස度は加齢に伴い૿加した。脂

肪の多い肉や੨魚などの使用ස度では年齢よりも個人差

がみられた。また、い՛子類の摂取ස度は１日１～２

回以上が、50～69歳で50%、70歳以上で40%にൺべ、

49歳以下で100%であった。日常的にҿ用しているҿみ

物は、どの年齢も水、緑、番・ഴで50%前後を

占め、࣍いで、ߚ（ストレート）、コーώー（ブラック）

で、ਗ਼ྋҿ料やジϡースなどのҿ用はなかった。減塩へ

の取り組みでは、49歳以下が「少し実行」が33%と低かっ

たものの、50歳以上では、「少し実行」と「かなり実行」

で80%以上を占めていた。

　運動習慣について、「強い、中程度、軽い」ผに調査

した結果、ジムや運動サークルなどの「強い運動」では、

年齢の高い方での実行回数が多く、さっさาきなどの「中

程度の運動」とࢄาやストレッチなどの「軽い運動」で

は、50～69歳の方で、「ほ΅毎日」実行すると回答した

方が50～75%ともっとも多く、49歳以下の方では「全

くしない」と回答した方が各々70％を占めていた。

【まͱΊ】

　今回の結果から、50歳以上になるとメタボの発

症やリスクが高くなり、同時に、体脂肪率、内臓脂

肪レベル、݂ѹの測定が高をࣔし、骨格筋率が

低をࣔした。ૣ期からの予防を心ֻける必要があ

る。食生活では、年齢のӨڹよりも個人差がみられ

た。脂質の多い肉やい՛子類の摂取ස度が高い方

には改善をଅした。ҿ料や減塩については、かなり

意識の高い方が多かった。運動では、個人差があり、

全体的に、49歳以下の方で「全く運動をしない」

方がかなりいた。子育てやパートタイマーなどのた

めに運動時間に制限があるためと思われる。運動は、

筋肉量を૿やし、謝をアップするなど健康な体ͮ

くりにはܽかせないため、日常生活の中で継続して

できる自分に合った運動習慣を身につけるが必

要となる。

� （木戸詔子）

˗ශ݂ରࡦのͨΊのऔりみ
【測定߲】簡易ශ݂ݕ査（A453IMによるϔモグロビ

ンਪ定の測定）

【アンケート】参加目的、学習会参加時でのශ݂予防

への取り組みঢ়گ、మܽ性ශ݂に関連した食品の栄養

知識、మを含む食品の摂取ස度について調査。

【講義】ϔモグロビンの働き、栄養クリニック作成の「ශ

݂予防のΨイド・レシピ第２൛」の紹介。

【対象】ශ݂対策の学習会に参加した女性15名。

【結果】ϔモグロビンਪ定の結果からශ݂に֘当する

者はいなかった。学習会への参加の理༝は「本人や家族

のためにශ݂予防の知識や食事の実践的スキルを学びた

いから」であった。「ශ݂予防に取り組んでいない」と

回答した方は67％を占め、取り組めていない理༝は「

しい、面、れる、方法がෆ明」などであった。

　対象者15名中、初参加が33％、２回目の参加が

40％、３回目の参加が27％であった。以下、参加回数

ผに結果をൺֱした。

మの吸ऩをଅす食品について

　参加者全体のਖ਼解率は、たんぱく質33％、ビタミンC�

27％であった。また、ޡった回答の割合は༿53％ࢎ、

ビタミンB47܈％、カルシウム40％、ビタミンA20％

であった。図４にࣔすように、たんぱく質のਖ਼解率は学

習会への参加回数の૿加に伴い૿加したが、他の栄養素

では、同様の向はみられなかった。

ϔムమと非ϔムమ食品について

　参加者全体のਖ਼解率はϔムమ食品ではレバー80％、

肉赤身73％、マグロ73％であった。非ϔムమ食品でڇ

はখ松菜67％、ೲ౾53％、ひじき47％であった。図５

にࣔすようにೲ౾は参加回数の૿加に伴いਖ਼解率が૿加

したが、他の食品ではೲ౾のような明ྎな向はみられ

なかった。
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年間におけるమを含む食品の摂取ස度について

　年間でのమ含有食品の平均的な摂取ස度について調

査した。摂取ස度について「ほとんど食べないʜ１」「２

３か月に１回ʜ２」「１か月に１回ʜ３」「１か月に

２～３回ʜ４」「１ि間に１回ʜ５」「１ि間に２～

３回ʜ６」「１ि間に４～６回ʜ７」「毎日ʜ８」

のධՁスコアを設定した。各食品܈のධՁスコアの平均

から、緑黄色野菜ʼ大౾品�類ʼ赤身肉・赤身魚ʼ

類ʼレバー類の順で摂取ස度が高く、మ吸ऩ率の高い

ϔムమ食品（類・赤身のڇ肉・赤身の魚・レバー類）

の利用ස度が低かった。また、図６にࣔすようにすべて

の食品で初回参加にൺべ、２回以上参加することで摂取

ස度が૿加する向がみられた。

【まͱΊ】

　ශ݂予防の意識は高いものの、栄養知識や献立・

調理面での実践力が伴っていないことが明らかになっ

た。今後も定期的な学習会を開催し、参加をଅし、

ශ݂予防のためのਖ਼し知識やమの吸ऩ率を上げる

「మ・たんぱく質・ビタミンC」を含む献立を紹介

をしていきたい。

� （木戸詔子）

˗ロコϞςΟϒγンυロームରࡦのͨΊのऔりみ
【測定߲】身長、体重、Ѳ力、ロコモ度テスト

【アンケート】食品摂取の多様性得、栄養バランスの

とれた食事の摂取ঢ়گ、たんぱく質食材の摂取ঢ়گ、身

体活動、運動の実施ঢ়گ

【講義】ロコモティブシンドローム（ロコモ）予防の重

要性と、ロコモのݪ因となる筋肉量および筋力の減少に

よるサルコペニアについて解説。加齢にともなう筋肉減

少を؇やかにする食事、運動の習慣について。

【対象】参加者は40～80歳の女性16名と男性１名。

平均年齢は71歳で年齢ߏ成は40歳１名50歳と60歳

が各２名、70歳と80歳が各６名。

【結果】

̢̗̞（体格指数　体重ᶵ/身長ᶷ）について

　身長と体重のܭ測結果よりBMIを求め、దਖ਼なエネル

Ϊ－の摂取ができているかの目҆とした。図７より「や

せ」が最も多く56.2％、࣍いで「ඪ準」31.3%、「ං満」

12.5％であった。

ロコモ度テストについて

　移動機能のධՁのため、ロコモ度テストを実施し、移

動機能の低下はみられない「ロコモなし」、移動機能の

低下が始まっている「ロコモ度１」、移動機能の低下が

進行している「ロコモ度２」と定した。図８にࣔすよ

うに、「ロコモ度１」が最も多く53.0%、࣍いで「ロコ

モ度２」「ロコモなし」が各23.5%であった。

栄養バランスのとれた食事の摂取ঢ়گ

　厚生労働省の国民健康・栄養調査（平成27年）では

主食・主菜・෭菜を組み合わせた食事を１ि間に、１日

に２回以上食べる日数により栄養バランスのとれた食事

の摂取ঢ়گを調査している。このࣜܗに準じて調査した

結果を図９にࣔす。「ほとんど毎日」が59％を占めていた。
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たんぱく質食材の摂取ঢ়گ

　たんぱく質食材（肉、魚、卵、౾）の一食あたりの

目҆量をࣔし、これを一ࡼとした場合、一日あたり何ࡼ

とっているかを調査し、参加者のたんぱく質食材（主菜）

の摂取ঢ়گを調べた（図10）。

　食事バランスΨイドでは主菜を֓Ͷ一日に３ࡼ以上摂

ることをਪしている。本学習会の参加者では一日３ࡼ

以上摂っている者が82%を占めていた。

【まͱΊ】

　ロコモ予防にはద切な食事と運動がਪされてい

る。ద切な食事としてはバランスよく多様な食品か

ら栄養を摂取し、エネルΪ－とたんぱく質摂取量が

ෆ足しない食生活があげられる。

　図９、図10にࣔすように参加者は栄養バランス

を整えること、たんぱく質食材の摂取について֓Ͷ

できていた。しかし、図７、図８にࣔすように、「や

せ」が56％存在し、「ロコモ」のリスクのある対象

者が77％も存在することが分かった。今回は分ੳ

していないが、今後運動習慣との関係を調べる必要

がある。ロコモの進行を食い止めるために、ロコモ

度テストを定期的に行い、移動能力をチェックして

ద切な対ॲや生活習慣の改善を実施するよう指導し

た。

� （中村智子）

塩のऔりみݮのͨΊのࡦѹର݂ߴ˗
【測定߲】݂ѹ（同じが得られるまで３回を限度と

して測定）、持参した汁物の塩分濃度（％）

【アンケート】݂ѹと食塩に関する知識、食塩摂取や݂

ѹに関連した食習慣について調査

【講義】݂ѹと卒中ٴび期ਛෆ全の発症リスク、大

動຺解離について解説。0.1̶、0.25̶、0.5̶、1.0̶

の食塩がܭ量できる「ミニܭ量スプーン」を配布し、家

庭での使用をਪ進した。

【対象】40歳～80歳の女性17名

【結果】年齢ผ４60）܈歳ະ満２名、60歳５名、70

歳６名、80歳４名）と料理教室参加回数ผ２܈（̌

～５回：５回以下７名、６～30回：６回以上10名）に

分けてࣔした。݂ѹ測定の結果は、図11にࣔすように

加齢に伴いਖ਼常高݂ѹやᶗ度高݂ѹの૿加向がみられ

た。これまでの当料理教室では数多くの減塩料理を実施

している。図12にࣔすように、料理教室参加回数が多

い方にࢸద݂ѹ者が明らかに多く、60%を占めていた。
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　家庭の汁物の塩分は、ਪ0.6～0.8%に૬当する方

が60%、それよりも低い0.3～0.5%の方が27%、ਪ

より高い0.9～1.0%の方が13%で、年齢や料理教室参

加回数での差はなかった。また、家庭での調味料のܭ量

方法については、「ܭ量スプーン」の使用が47%と多く、

「目測」が27%、「ܭ量スプーン・目測」の྆方が24％

であった。年齢ผでは差がみられなかったが、図13に

ࣔすように、料理教室参加回数の多い方に「ܭ量スプー

ン」の使用が60％と多く、目測は20％と少ない向が

みられた。

高݂ѹ༠発因子について

　ਖ਼解率は、食塩、ං満、ストレス、外食、加食品の

５項目が100%、運動ෆ足、٤Ԏ、Ҩ、加齢の４項目

が94%、ภ食、ナトリウムが88%、アルコール82%、

カリウム摂取ෆ足64%と、֓Ͷよく理解していた。

外食の塩分摂取量の知識について

　食塩摂取量の多い外食メニϡーのਖ਼解率がもっとも高

かったのがラーメン76％であった。食塩摂取量の少な

い外食メニϡーのਖ਼解率がもっとも高かったのがカレー

ライス29%と、あまり理解ができていなかった。減塩

に関する知識では、日本人の食事摂取基準（2015年൛）

による目ඪ量（成人男性８g、女性７g）のਖ਼解率は

53％にとどまり、ナトリウム1000ᶴ（１g）ʹ食塩2.54

̶のਖ਼解率は12％と極めて低い結果であった。

家庭での汁物、加食品、ご൧の友、外食ස度、塩分
の多いスナック՛子の利用ස度について

　ご൧の友の使用が１日１回以上と回答した方が47%

と多かったものの、スナック՛子をほとんど食べないが

47%、加食品をほとんど使用しないが24%など、減

塩を意識している方が多かった。

【まͱΊ】

　高݂ѹによってىこる合ซ症には、卒中（ߎ

心症、心ෆ全、ຫ性ڱ（出݂、クモບ下出݂、࠹

ਛ臓ප、大動຺ᚅ、ধ動຺疾患などがある。結果

から加齢に伴って݂ѹは上ঢ向をࣔした。アンケー

トの結果の解説資料に減塩のための具体的なを

加え配布した。本参加者は減塩への取り組みへの意

識は高かったものの、外食による塩分摂取量、１日

の食塩摂取目ඪ量、ナトリウムと食塩の関係につい

ての理解度が低かったため、今後も減塩に関する教

室への参加をଅし、ਖ਼しい知識を身につけていただ

き、参加者の継続した減塩への取り組みをࢧ援して

いきたい。

� （木戸詔子）

˗骨粗ᱷ症ରࡦのͨΊのऔりみ
【測定߲】骨密度（Ի骨密度測定法：QU4法）

身長、体重、体脂肪率、骨格筋率、BMI、Ѳ力

【アンケ－ト】20歳時の身長、脆弱性骨折の有ແと骨

折Օ所、カルシウム自ݾチェック表、骨粗鬆症診断ྺ・

薬ྺ、１日のਪ定たんぱく質摂取量、食品摂取の多様

性、身体活動・運動ස度、骨粗鬆症予防の取り組みঢ়گ

【講義】骨粗鬆症の基礎知識、骨粗鬆症による骨折の特

徴、測定結果の見方、骨を強くする生活習慣、カルシウ

ム自ݾチェック表を使った６ケ月間取組み目ඪ設定

【対象】参加者は40～80歳の女性15名と男性１名。

平均年齢72歳で年齢ߏ成は40歳と50歳が各１名、

60歳が３名、70歳が６名、80歳が５名。

【結果】

骨密度（％YAM）について

　学習会では骨密度測定はԻを骨にあてて骨密度

を測定するQU4法を用いた。

　QU4法による測定は骨粗鬆症の診断はできないが骨

折リスクの予知に有用であることがࣔされている。表１

にࣔす骨粗鬆症診断基準（2012年度改定൛）より脆弱

性骨折ありの場合、骨折部位によってはYAMが80%以

上あっても骨粗鬆症リスクありと定される。骨粗鬆症

による骨折リスクありの方が62%を占めた（図14）。
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表１　骨粗鬆症の診断基準（2012年度改訂൛）

脆弱性骨折
骨密度（%YAM）

ʻ70 70～79 ʾ80

͋り
体・大Ḱ骨近位部

͋り
その他

なし

：骨粗鬆症リスクあり

：骨粗鬆症リスクなし

体格指数（BMI、ᶵ/ᶷ）について

　身長と体重のܭ測結果よりBMIを求めた結果、「やせ」

が37%であった（図15）。「やせ」は骨にෛՙがかかり

にくく骨粗鬆症発症に関わる因子の１つとしてあげられ

ている。

身長低下（cm）について

　20歳時の身長にൺべて４cm以上の身長低下は体骨

折のՄ能性があることが報告されている。４cm以上の

身長低下が31％にみられた（図16）。

カルシウム自ݾチェック表の定結果について

　カルシウム自ݾチェック表を用いると、ൺֱ的簡ศに

日常のカルシウム摂取量がਪ定できる。『骨粗鬆症の予

防と࣏療Ψイドライン（2015年度൛）』では、骨粗鬆症

の予防と࣏療には食品から700～800mgのカルシウム

を摂取することをਪしている。カルシウム自ݾチェッ

ク表では１がカルシウム約40mgとしてࢉ出している。

表２にࣔすように「ྑい」に֘当は19％であった。「足

りない」が最も多く44%を占め、「かなり足りない」「まっ

たく足りない」との合ܭが63％を占めていた。

表２　カルシウム自ݾチェック表の定結果と参加者の分布

合ܭ数 定 割合

20以上
ྑい
１日に必要な800mg以上とれて
います。

19%

16～19
গしりない
１日に必要な800mgに少し足り
ません。

19%

11～15
りない
１日に600mgしかとれていませ
ん。

44%

８～10
͔なりりない
必要な量の分以下しかとれて
いません。

13%

̌～７
·ͬͨくりない
カルシウムがほとんどとれてい
ません。

６%

カルシウム自ݾチェック表を使った６か月間取組み目
ඪ設定について

　カルシウム自ݾチェック表の結果よりݱ在のカルシウ

ムਪ定摂取量をࢉ出し、より多くのカルシウム摂取を目

指し、各自の生活習慣に合わせて実践Մ能な食品܈の摂

取ස度の改善目ඪの設定を行った。６か月後のアンケ－

トにて目ඪの実施ঢ়گを֬ೝする。目ඪ設定に選され

た食品܈を図17にࣔす。これより改善目ඪとして多く

ᱷૈࠎ
ϦεΫͳ͠
38ˋ

ᱷૈࠎ
ϦεΫ͋Γ
62ˋ
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ංຬ
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ͤ
37ˋ

ඪ४
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ਤ15ɹ#.*ʢLH�ᶷʣʹΑΔମঢ়گ

Լ
̐DNҎ্
31ˋ

Լ
̐DNҎԼ
69ˋ
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参加者に選ばれた食品܈は「খ魚類」「骨ごと魚」「ւ

類」「੨菜」「乳品」であった。

【まͱΊ】

　学習会では骨粗鬆症の基礎知識と骨粗鬆症予防の

ための生活習慣について解説し、骨粗鬆症による骨

折予防の重要性をえた。合わせてカルシウム自ݾ

チェック表を用いてݱ在のਪ定カルシウム摂取量を

Ѳしたうえで、６か月間のカルシウム摂取量改善

目ඪを設定していただいた。改善目ඪの実施率や実

施した感想を６か月後のアンケ－トにて֬ೝするこ

とでカルシウム摂取量改善の有効な指導方法をݕ౼

する。

� （中村智子）
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　本研究は2017年度に実施した骨密度測定会に参加者した京都市在住の50歳以上354名、平均年齢73.4±6.1を対象とし

た事業成果１）を本年度新たに౷ܭ解ੳし、京都市社会福祉協議会に報告したものである。なお、対象者の背ܠ、測定方法、

アンケート調査の詳細は、昨年度の活動報告１）に記ࡌの通りである。本研究は本学のྟচ研究ྙ理৹査ҕ員会の承ೝを得

ている。

【౷計ղੳ】

　IBM�4P44�stBtistics24を用いて行った。

【結果】

　表１にࣔすように骨密度のධՁ２）結果は、全対象者の64％が骨粗鬆症リスクありに֘当するYAM70％ະ満であった。昨

年の活動報告書１）に、女性でのYAM70％ະ満・YAM70％以上での２܈制のൺֱݕ౼の結果をࣔしたが、さらに、性・年

ผに測定平均をࢉ出して、男女ผに表１にࣔすように年齢３܈間でൺֱした。その結果、女性では加齢とともに％

YAMの有意な低下、身長低下量の有意な૿加、存ࣃ数・骨格筋率・Ѳ力の有意な減少が見られ、男性では、加齢ととも

に存ࣃ数・骨格筋率・Ѳ力の有意な減少が見られた。

表１　性・年ผ３܈間の測定結果

男性（n�42） 女性（n�305）

69歳以下
（7名）

70～79歳
（23名）

80歳以上
（12名） ̿ 69歳以下

（84名）
70～79歳
（184名）

80歳以上
（37名） ̿

骨密度（％YAM） 74.0±9.7 74.4±15.3 76.3±11.4 0.915 68.4±9.7 65.4±9.0 64.1±9.2 0.018

身長低下量（cm） －0.7±1.1 －1.9±3.0 －2.5±1.7 0.322 －1.4±1.5 －2.7±2.2 －4.6±2.7 �0.001

数（本）ࣃ存 24.4±7.0 20.2±7.1 10.9±9.3 0.001 20.2±8.8 19.0±9.1 13.9±10.5 0.003

体脂肪率（％） 22.4±4.7 25.6±4.2 26.2±3.7 0.151 32.5±4.3 34.5±3.8 35.2±4.8 0.003

骨格筋率（％） 30.1±2.0 27.5±1.7 26.0±1.6 �0.001 23.3±1.7 22.1±1.7 21.0±2.1 �0.001

BMI（kg/cm2） 22.5±3.7 23.0±2.5 21.7±2.3 0.405 22.1±2.9 22.4±2.7 22.6±3.5 0.685

Ѳ力（kg） 32.3±2.5 31.3±4.4 27.8±3.9 0.028 22.4±3.7 20.6±3.7 18.1±3.1 �0.001

ਪ定CB摂取量（mg） 580±288 620±192 648±172 0.801 576±204 656±196 644±180 0.097

食多様性得（） 5.0±3.1 3.64±2.3 5.27±2.7 0.184 4.4±2.3 5.1±2.5 5.1±2.3 0.013

　骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛２）では、やせでの骨折リスクが高いためదਖ਼体重の維持とやせの防止がਪ

されている。本事業参加者の平均BMIは22.4±2.9で性ผによる差はແかったが、図１にࣔすように、男性29％、女性

35％がやせであった。そこで対象者をやせ・目ඪBMI・ං満の３３܈）に分けて骨量のධՁ結果をൺֱした。その結果、図

２にࣔすように、やせ܈は他の２܈とൺֱして、％YAMが有意に低かった。また図３にࣔすように、やせ܈の80％が

YAM70％ະ満で、他の܈と有意な差がೝめられた。表２にࣔす５項目についてBMI３܈間でൺֱしたところ、Ѳ力はやせ

学的な差はೝܭとൺֱして有意に高かった。また、౷܈で有意に低かったものの、ਪ定カルシウム摂取量と骨格筋率は他܈

められなかったが食多様性の得もやせ܈で高い向が見られた。

　運動のස度・時間や食事として１日あたりの主菜摂取量について、BMI܈間で分ੳした結果、有意差はೝめられなかった。

食多様性の調査ථ記ࡌの11項目４）とカルシウム自ݾチェック表記ࡌの９項目５）についての解ੳ結果から、１日の食事回数

ಈ׆ڀݚ
ɹ����σʔλղੳ݁ՌᶚࡦΛकΔͨΊͷӫཆέΞରࠎͷऀྸߴ

栄養クリニック活動報告書_第11号 0227.indd   47 2019/02/27   11:23



�8

Ⅳ 

研
究
活
動
│

とࠄ類、౾類・౾品、種実、骨ごと食べる魚、খ魚で有意差がೝめられ、やせよりもං満者に問題が多かった（図４～８）。

また、野菜・きのこの摂取ස度でも、有意差はແいものの同様の向がೝめられた。
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表２　BMIผ�体組成３項目と食事２項目のൺֱ

やせ 目ඪBMI ං満 p

体脂肪率（％） 30.1±4.8 33.5±4.4 36.8±4.2 �0.001

骨格筋率（％） 23.5±2.7 22.8±2.5 22.1±2.5 0.002

Ѳ力（kg） 21.2±4.6 22.0±4.9 23.2±5.6 0.042

ਪ定CB摂取量（mg）672±212 620±188 588±192 0.017

食多様性得（） 5.1±2.5 4.9±2.5 4.3±2.3 0.131
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【まͱΊ・ߟ】

　BMI�3܈ผの౷ܭ解ੳから、やせ܈ではਪ定カルシウム摂取量や骨ごと食べる魚やখ魚の摂取ස度が高い向があるにも

関わらず、YAM70％ະ満が目ඪBMI܈の1.4ഒ、ං満܈の1.5ഒ存在することから、やせ܈へのద切なサポートが重要であ

ることが明らかになった。またං満܈では、ܽ食やࠄ類を毎食食べない者が他の܈より多く、食多様性の得も低い向が

見られたため、骨の健康に関する栄養だけでなく、食生活全体でのサポートの必要性がࣔࠦされた。今後は、本事業への参

加ྺ、食に関する教育ྺ、ストレス、ਭ時間などを解ੳすることにより、やせ܈やං満܈における課題をより明֬化し、

ద切なࢧ援を行いたい。

　本対象者は、本事業に興味をもち、自ら福祉センターへෝき参加できている集ஂで、高齢者の中でも身体活動度が高く、

かつ骨の健康に対する意識が高い集ஂとਪ測できる。中には本事業に数年間参加の方もおられ、骨密度が低いと指ఠされた

ために、より望ましい食生活に近ͮける力をされている方やए年時から％YAMが低かった方もおられる。今後は、栄養

クリニックとして有用な情報提ڙができているのか、また、それが生活の中で実践され、健康管理に生かされているかを֬

ೝするなどして、有意義な取り組みとなるよう事業ܭըを進めていきたい。

【จ献】◉

１）京都女子大学栄養クリニック活動報告書　第10号2017年൛、̿32、54�55.

２）日本骨粗鬆症学会：骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛.

３）日本人の食事摂取基準（2015年൛）、p54.

４）KimurB�Y��et�Bl.：+�Am�(eriBtr�4oc.�2009年�vol.57�p922�924.

５）ੴҪら：Osteoporo�+pn�2005年、vol.13、p�497�502.
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　本年度の高齢者の骨を守るための栄養ケア対策事業（詳細はp.14参照）で得た結果を分ੳし、本研究に参加した京都市

高齢者のঢ়گを数化するとともに、本活動の発లに貢献し得る情報を得て、来年度以߱の活動に生かすことを目的として

いる。なお本研究は本学のྟচ研究ྙ理৹査ҕ員会の承ೝを得て実施している。

【対象者】京都市在住で50歳以上（女性はด経時から

に骨吸ऩが進むので対象者を50歳以上とした）のܹٸ

骨密度測定会参加者321名のうち、アンケート使用の同

意書を得られた316名から測定結果の回ऩ࿙れがあった

１名をআいた315名。

【方法】アンケート調査　これまでの当事業での経験か

ら、下記にࣔす栄養クリニックಠ自の項目１～３と、ط

に開発され、一般に使用されている項目４、５について

のアンケート。

１：主食・主菜・෭菜をਖ਼しくೝ識できているか

２�：骨の健康に関する情報や用ޠをਖ਼しくೝ識できてい

るか

３�：外食・ห当・菜の利用ස度、日常生活での活動、

意識した運動のස度・時間

４：食品摂取の多様性

୩मら：地域在高齢者における食品摂取の多様性۽

と高࣍生活機能低下の関連

日本公ऺӴ生2003　ࢽࡶ�50�1117�1124

５：カルシウム自ݾチェック表

ੴҪら：Osteoporo�+pn�2005�13�497�502

測定߲ͱثػ༺　

：secB　213（立位測定）、ମॏ：オムロン体重体

組成ܭカラμスキャンHBF－601、ີࠎ：FU3UNO

社Ի骨密度測定置CM－200

【結果】今回は、測定結果とアンケート項目2の一部か

ら得られた結果のみをࣔした。

対象者の背ܠについて

対象者の測定結果を表１にࣔす。

表１　対象者の背ܠ

全体 男性 女性
人数（名） 315 32 283
年齢 74.7±6.1 76.3±6.1 74.5±6.1

身長（cm） 153±6.6 162±6.2 152±5.7
体重（kg） 52.3±7.9 59.8±6.9 51.4±7.6
BMI 22.2±3.3 22.6±2.5 22.2±3.4
％YAM 67.9±9.7 67.7±10.4 67.9±9.6

骨密度測定結果（Իによる部の測定）

　骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛の診断

基準を参考に％YAM70をカットオフとして％YAM70

ະ満と％YAM70以上のൺ率を調べた。％YAM70ະ満の、

骨粗鬆症のリスクのある方が58％を占めていた。（図１）。

骨に関する栄養素について

　骨の健康に関する情報や用ޠをਖ਼しくೝ識できている

かのアンケートで、カルシウム（以下CB）を多く含む

食品・CBの吸ऩを助けるビタミン・骨をৎにするビ

タミンについて「知っている」「知っていない」で回答

していただいた。図２にࣔす通り、「知っている」と回

答した方はCBを多く含む食品90％、CBの吸ऩを助ける

ビタミン41％、骨をৎにするビタミン（骨にCBが結

合するのを助けるビタミン）20％であった。
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ਤ̍ɹˋ:".70ະຬɾˋ:".70Ҏ্ͷׂ߹
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CBを多く含む食品の周知度に関する結果

　CBを多く含む食品܈をਖ਼解した方は図３にࣔすよう

に「খ魚類�他」242名（76.8％）と最も多く、࣍いで「乳

類」226名（71.7％）であった。しかし、「緑色野菜」

をਖ਼解した方は84名（26.7％）と少なく、「類」「大౾・

౾類」「種実類」「類」はさらに少なかった。

CBの吸ऩを助けるビタミンの周知度に関する結果

　「ビタミン̙」とਖ਼解した方は図４にࣔすように69

名（21.9％）であり、「ビタミン̙」を多く含む食品܈

をਖ਼解した方は「きのこ類」12名（3.8％）、「ࡪ類他」

11名（3.5％）、「ׯしきのこ・切りׯし大ࠜ」９名

（2.9％）と少なかった。ޡった回答に「緑色野菜」「そ

の他の野菜」「果実類」を選した方が多くいた（図５）。
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骨にCBが結合するのを助けるビタミンの周知度に関す
る結果

　「ビタミン̠」とਖ਼解した方は図６にࣔすようにわず

か６名（1.9％）であり、「ビタミン̙」38名（12.1％）、

「ビタミン̘」８名（2.5％）とޡって回答した方が多

かった。「ビタミン̠」を多く含む食品܈をਖ਼解した方

は「緑色野菜」９名（2.9％）、「ೲ౾」３名（1.0％）と

少なかった（図７）。

【ߟ】

　CBを多く含む食品の周知度に関するアンケート結果

より、骨の健康に必要な栄養素としてCBの周知度は高

いことが分かった。一方、骨の健康に役立つビタミンに

関するアンケートでは、骨の健康に役立つビタミンがあ

ることは知っているが、ビタミン名までਖ਼解できる方は

少なく、含有する食品܈をਖ਼解できる方はさらに少なかっ

た。以上の結果より、栄養指導の際には「ビタミン名」「そ

のビタミンの役割」「そのビタミンを多く含む食品」をセッ

トにしてえることが多いが、ビタミン名や役割をえ

ても理解されにくく、知識としてりにくいՄ能性がࣔ

ࠦされた。また、ビタミン%、ビタミンKを含む食品܈

の問いに、「緑色野菜」「その他の野菜」「果実類」を選

した方が多くみられたことはビタミン�ˠ�体によいも

の�ˠ�野菜・果実、とのയવとしたイメージを持つ方が

多い結果であることがਪされた。

【まͱΊ】

　対象者が栄養の知識をਖ਼しく理解し、実践できる

ようにするためには、指導内容をする必要があ

る。今回の調査結果より、骨の健康に役立つビタミ

ンがあることや含有する食品܈名をえ、ビタミン

名やその役割はྻڍせずに要のみを述べることで、

理解されやすいՄ能性がਪされた。今後の課題と

して、使用するアンケ－トは栄養学を学んだ者のࢹ

で作成するのではなく、一般対象者のࢹで作成

することの重要性がࣔࠦされた。今回の測定データ

やアンケート調査で分ੳできていない項目について、

Ҿき続き解ੳし、ݕ౼する予定である。

� （中村智子・℄本美༝ل）
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˗ୈ22ճຊපଶӫཆֶձֶ࣍ज़ूձɹଔڀݚۀηッγϣン

‒日時：平成31年1月11日（金）13：00～14：00

◉ձ場：パシフィコԣ

◉ԋ：学Ԃࡇにおける栄養アセスメント前後の行動変容に関するݕ౼

ʓ出ޱখय़１）　木戸詔子２）　中村智子２）　℄本美༝２ل）　ਢさゆみ２）　ٶঘ志１）

１）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

２）京都女子大学栄養クリニック

【త】

　学Ԃࡇのイベントである栄養アセスメントの参加前後で行動変容意識ステージをൺֱし、栄養アセスメントの参加と健康

のための生活習慣改善の意識レベルとの関連をݕ౼する。

【対象】

　学Ԃࡇの栄養アセスメントに参加し、得られたデータを研究目的に用いることについてจ書による承諾を得ることができ

た217名

【方法】

　アセスメント前に会場入りޱにて健康意識に関するアンケートを行い、行動変容意識ステージをѲする。࣍に、栄養ア

セスメントのうち対象者がر望する内容（体組成・内臓脂肪測定、݂ ѹ測定、簡易ශ݂ݕ査、Ի骨密度測定、Ѳ力測定、

ロコモ度テスト、栄養૬ஊ）を実施後、会場出ޱにて࠶度健康意識に関するアンケートを行い行動変容ステージの変化をݕ

౼する。

【結果】

　栄養アセスメント参加後の約９割の者に行動変容意識変化がೝめられた。アセスメント前は、年齢の低い者ほどແ関心期

が多く、年齢の高い者ほど維持期が多い向が見られた。アセスメント前に行動変容意識ステージが維持期の者はアセスメ

ント後に生活習慣改善の意識が高く、実行期からແ関心期の者は生活習慣改善の意識が低い向にあった。栄養૬ஊを受け

た者、年齢の高い者ほど行動変容意識変化が大きく、性ผや受けたアセスメント項目内容による意識変化の差はೝめられな

かった。

【ߟ】

　行動変容に関する因子として、栄養૬ஊ、年齢、アセスメント前の意識レベルなどが関連していることがࣔࠦされた。

ಈ׆ڀݚ
ֶձൃදɾֶձࢽߘᶚ
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ࡌܝɹୈ��߸ɹࢽঁ子େֶɹ食ֶձژ˗

日：平成31年１月31日（木）ߦൃ‒

（p29～34）گ者の身体ঢ়ࡂにおけるԾ設住にらすඃࡂใจ：東日本大ڀݚ‒

ʓٱอ七1࠼）　赤ྮඦ子１）　ٶঘ志１、２）　ീా一１、２）

１）京都女子大学大学Ӄ　家政学研究科　食物栄養学ઐ߈

２）京都女子大学　栄養クリニック

‒調査ใ2011：ࠂ年３月11日の東日本大ࡂから４年経過後（2015～2018）のඃࡂ者の身体ঢ়گおよび食事内容

　（p35～39）

ʓ赤ྮඦ子１）　ٱอ七ٶ　（１࠼ঘ志１、２）　ീా一１、２）

１）京都女子大学大学Ӄ　家政学研究科　食物栄養学ઐ߈

２）京都女子大学　栄養クリニック

　東日本大ࡂのඃࡂ者に対する栄養管理ࢧ援プロジェクトの研究成果を京都女子大学　食物学会ࢽ　第73号（2018年）

に研究報จ１報、調査報告１報にまとめてߘし、ࡌܝされた。
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˗ୈ65ճຊӫཆվળֶձֶज़૯ձɹҰൠԋɹޱ಄ൃද

◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉ձ場：गメッセ　新ׁコンベンシϣンセンター

◉ԋ：骨密度低高齢者における食事内容の特徴

ʓ℄本美༝１ل）　木戸詔子１）　中村智子１）　ਢさゆみ1）　山ޱ友وֆ１、４）　ా中ਗ਼１、３）　ٶঘ志１）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

３）ਆ戸学Ӄ大学　栄養学部　栄養学科　　４）学校法人　大和学Ԃ　京都栄養医療ઐ学校

【త】

　当クリニックでは、骨粗鬆症予防の啓発と高齢者の健康寿命の延伸を図るため、京都市内の老人福祉センターにおいて骨

密度測定会を実施している。本研究では、骨密度が低い高齢者における食事内容の特徴を明らかにするために調査を行った。

【方法】

　骨密度測定会参加者347名（男性42名、女性305名、平均年齢73.4±6.1歳）を対象とし、アンケート調査と各種測定を行っ

た。アンケートは食多様性の調査法であるF%4K�11とカルシウム自ݾチェック表に運動量等についての質問を加えたߏ成

とした。測定は身長、体組成、Ѳ力、骨密度（QU4法）について行った。％YAMのカットオフは骨粗鬆症の予防と࣏療

Ψイドライン2015年൛の記ࡌを参考に70％とした。

【結果】

　全体の64％がYAM70％ະ満であり、骨密度の低下がみられた。男女ผにみると、男性の38％、女性の68％がYAM70%

ະ満であった。ここからは対象者の多い女性においてYAM70％ະ満܈、YAM70%以上܈の2܈間でൺֱした。意識した運

動のස度、日常生活で体を動かすස度、意識した運動の時間、ਪ定カルシウム摂取量や食の多様性のൺֱにおいては、྆܈

間で有意差は見られなかった。一方で１日当たりの主菜摂取量については、YAM70％ະ満܈がYAM70%以上܈にൺして有

意に少ないという結果が得られた。

【ߟ】

　YAM70％ະ満܈では、運動やカルシウム摂取、多品目の食品摂取を実践できているものの、主菜は必要量摂取できてい

ないՄ能性がࣔࠦされた。主菜はたんぱく質のݯڅڙとして重要であり、े分な摂取が望まれることからも「バランスのと

れた食事」を中心とした૯合的な情報提ڙが望まれると考えられた。
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˗ୈ65ճຊӫཆվળֶձֶज़૯ձɹࣔઆൃද

◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉ձ場：गメッセ　新ׁコンベンシϣンセンター

◉ԋ：親子料理教室での「だし」を中心とした味֮体験学習の実践例

ʓ木戸詔子１）　中村智子１）　ਢさゆみ１）　ٶঘ志１、２）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

【త】

　近年、日本人に味֮障害が多いことがݒ念されている。味֮の発ୡは༮少期の食体験が重要とされている。そこで、親子

料理教室に参加した子どもを対象として、和食の基本である「だし」を中心に、味֮に関する体験学習を通し、子どもたち

の味֮の実ଶについて調査した。

【方法】

　当栄養クリニック主催の親子料理教室に参加した４歳から12歳の16名を対象とし、「だしに関する知識」および「味、

塩味、ࢎ味、ۤ 味」のݪ࢛味に関するアンケートや「だしの試ҿ」による感想を記述回答してもらい、男女ผ（６名、10名）、

年齢ผ（４歳～８歳４名、９歳～12歳12名）に分ੳした。

【結果】

　今回の結果から「だしの知識」、「味のݪ࢛味」や「だしの試ҿ」に関して、年齢や性ผによる味֮の差はほとんどなく、

家庭ڥによる૬違が大きいと思われた。今回の対象者は料理に興味をもっている対象者だったこともあり、「ࠛ布だし」

への食塩ఴ加によるࠛ布のࢫ味の強化作用が全体の75%にೝめられた。「ࠛ布だし」と「」との૬効果については、全

員がೝ識でき、ࢫ味の強さを９歳ະ満（４名）では２ഒ（２名）～４ഒ（２名）と回答したが、９歳以上（12名）では、

２～８ഒと解答し、６ഒが50％を占め、年齢差があった。また、「味」と「塩味」を連想する食品૯数が全体でそれͧれ

11であったのに対し、「ࢎ味」と「ۤ味」ではそれͧれ７と少なく、後者の味֮体験の少ないことなどがࣔࠦされた。

【ߟ】

　今回の結果から、子どもたちの味֮は家庭ڥのӨڹが大きいことがࣔࠦされたので、今後、味֮と家庭の食生活や子ど

もの調理へのかかわりについて調査していきたい。味֮は、日常生活の中で܁りฦす体験からܗ成されるが、家庭での味֮

体験がしいことから、今後、よりద切な方法で体験学習をਪ進したい。
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在、全国管理栄養士養成課程が設置されている大学ݱ　

中、６大学で栄養クリニックが設置されている。平成

23年度から５施設による栄養クリニック連བྷ会が日本

栄養改善学会学術૯会の自༝研究集会を利用し、開催さ

れている。この会は施設間の૬ޓ関係を深め、施設や研

究活動のߋなる発లを目的として開催されている。

　第８回となる本年は、昨年にҾき続き本学栄養クリニッ

クが世役となり準備を行い、当日の運営を務めた。栄

養クリニックの設置を予定している大学も参加して、下

記の通り開催された。

࣌ɿ平成30年９月３日（月）18：15～20：15

ॴɿ��गメッセ　新ׁコンベンシϣンセンター（第

65回日本栄養改善学会学術૯会ç自༝研究集会内）

ՃऀࢀઃɾࢪՃࢀ

以下の14施設・54名が出੮した。
Ѫ知॔ಙ大学　クリニック・健康૬ஊ室 ７名
大ࡕনӂ女子大学大学Ӄ　
　人間科学研究科　人間栄養学ઐ߈ෟ属�
　くすのき健康栄養センター

４名

京都女子大学　栄養クリニック ８名
ਆ戸女子大学　健康福祉学部
　健康スポーツ栄養学科

１名

ۨ沢女子大学　人間健康学部
　健康栄養૬ஊ室

３名

女子栄養大学　栄養クリニック ６名
Ԃా学Ԃ女子大学　人間健康学部
　食物栄養学科

２名

高࡚健康福祉大学 １名
天使大学　天使健康栄養クリニック ３名
東ւ学Ԃ大学　健康栄養プラザ ２名
中村学Ԃ大学　栄養クリニック ３名
ݿ女子大学　栄養クリニック ５名
岡大学 １名
ཾ୩大学　学部　食品栄養学科 ２名

ͷεέδϡʔϧ

17：45　受開始

18：15　開会のあいさつ

� � 　� � ঘ志（京都女子大学栄養クリニック長）ٶ：会࢘　

18：20　各大学の発表（下記８校）�

19：25　ディスカッシϣン

年度世役決め࣍　19：55

20：00　ด会のѫࡰ

ൃද͓Αͼࣗ༝౼

ൃදςーϚɿ活動紹介「ᶃ診療報ुᶄ学生ٴび卒業生へ

の教育ᶅ地域貢献」

デΟスカッγϣンςーϚɿ栄養クリニック運営上の

と課題（ᶃ～ᶅの3つに分かれディスカッシϣン）

ൃදऀɿ

天使大学　天使健康栄養クリニック� ླ木 ७子

女子栄養大学　栄養クリニック� 子ܡçו

ۨ沢女子大学� Ҫ上çߒ一

Ѫ知॔ಙ大学　健康医療科学部� ӿç༟美

中村学Ԃ大学　栄養クリニック� 大部çਖ਼

大ࡕনӂ女子大学� 大୩ç子

京都女子大学　栄養クリニック� 木戸ç詔子

ݿ女子大学　栄養クリニック� ඌçӻ子

　今年はۨ沢女子大学、大ࡕনӂ女子大学が新たに発表

をされた。発表後のディスカッシϣンでは３つのテーマ

に分かれて行ったことで、興味のある内容や各施設が๊

える課題について、より深く議をすることができたと

。ධであった

ੈʹ͍ͭͯ

　約３ϱ月前から準備を開始し、議題の決定、発表・参

加施設の取りまとめ、会場・必要物品の手配、当日の運

営、࢘会・進行、議事の作成・ૹを担当した。࣍回

世役は女子栄養大学にお願いすることとなった。

� （ਢさゆみ）

ฏ�� શࠃӫཆΫϦχοΫ࿈བྷձ
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　大学のෟ属機関であり、調理実習室を持つ栄養クリニックで特定อ健指導を実施する長所として実践の場の提ڙや実習に

よる生活改善意欲の向上、多様な研究分野の教員からの豊な知見を指導に生かせることがあげられる。これらの長所を生

かして手厚いࢧ援を実施し、生活習慣පの予防に寄༩することを目的とする。

　平成27年より実施に向けて、ݕ౼を重Ͷた。ݕ౼内容は指導内容や事務・求関連など、ܭըŋ準備すべき内容は多ذに

わたった。طに実施されている施設よりご指導をいただき、平成29年度より日本ドック学会と集合ܖ約̖をక結し、始動

することができた。࣍にこれまでにݕ౼した内容とࢧ援内容の֓要を報告する。

ʲݕ౼༰ʳ

ᶃ　当栄養クリニックでՄ能な特定อ健指導、施設݅

ᶄ　関連施設（日本人間ドック学会等）との連བྷ、調整

ᶅ　具体的な指導内容、使用教材、資料の準備

ᶆ　求等の事務ॲ理

ᶇ　個人情報の管理

ʲ実ࢪ༰ʳ

　　˔ੵ極的ࢧ援の場合

電受 ʲ初回面までに資料༣ૹʳ

‑
初回面

ʲ身体ܭ測、減量目ඪŋ生活習慣改善目ඪの設定、必要にԠじ受診קʳ
　　　受診ק対象者は担当医との連བྷ・連携を実施

‑
継続ࢧ援

ʲ体重ŋෲғ測定結果の֬ೝ、改善目ඪ実施ঢ়گの֬ೝ、目ඪ継続・ୡ成のためのࢧ援ʳ
　　　対象者のر望により電もしくはメールにてࢧ援

‑
中間面 ʲ身体ܭ測、中間ධՁと必要な場合改善目ඪの変ߋŋ加ʳ

‑
最ऴ面 ʲ身体ܭ測、最ऴධՁと今後の目ඪや自ݾ管理についての֬ೝと助ݴʳ

　　˔動機ͮけࢧ援の場合　電受ˠ初回面ˠ最ऴ面

ʲࢀՃऀのײʳ

　自分１人だけではとても目ඪはୡ成できませんでした、心強いサポ－トをありがとうございました。生活改善目ඪをࢧ援

ऴ了後も継続中です、新たに体を動かす目ඪを加しました。

ʲ·とΊʳ

　平成30年度より第３期特定อ健指導が始まり受診ŋ実施率向上のために運用内容の見直しが行われた。新制度への対Ԡを

図りながら、今後は受診者૿加等の課題に取り組んでいく必要がある。� （中村智子）

ಛఆอ݈ࢦಋ
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　平成20年７月、本学の教育研究機関として始動した栄養クリニックも、11年目を迎えた。平成24年度より、新たにݐ設

された研究所౩へ活動のڌを移したことで、活動の෯が૿え、利用者は૿加した。平成28年度からは事業の見直しを行い、

栄養クリニックが研究所としてもさらに発లするよう生活習慣පなどの予防を目的とした「健康૿進のための学習会（p４

参照）」を実施した。学習会当日に行った各種測定や食生活、生活習慣に関するアンケートの結果と６ϲ月後に行ったアンケー

トの結果を来年度中にまとめ、栄養クリニックのミニ講義等を受けての学習効果や食生活、生活習慣を改善するための実践

的な手法等を分ੳし、社会にؐ元していきたい。

　また、本年度より生֔学習を࠶開した。平成27年度までは本学食物栄養学科の学部・大学Ӄ卒業生を対象とし、ઐ৬

として活༂されている方々のキャリアアップのために開催していたが、近年、学び直したい、もう一度勉強をしたいといっ

た方が૿えていることを受け、一般市民も対象として栄養講座という名শで開催することとなった。栄養や食についてのઐ

的な知識がなくても、興味を持って聞けて、日常生活にもす͙に取り入れられる内容ということで、非常にධを得てい

る。

　このように、利用者のニーズは多種多様で年々変化をしている。栄養クリニックとしてどのように利用者に寄りఴい、活

動を行っていくのか、日々考えながら今後もاըをしていきたい。また、これからの活動をより充実したものとするために、

栄養クリニックが新設された平成24年度以߱の活動実ଶをاըผに数でৼりฦってみることとした。

ެ։࠲ߨɾҬ࿈࠲ߨܞʢଌఆձɾӫཆΞηεϝϯτΛؚΉʣ

　食と健康に関する情報提ٴී、ڙ啓発を目的とし、学内外で公開講座や講演会を実施してきた。地域住民を対象とした公

開講座では、平成24年度以߱２年に１回開催しており、毎回300～400名の方にご来場いただいている。平成30年度から

は栄養講座を開始し、各回70名程度を定員に事前予約制とし募集をしているが、毎回定員に近い人数のԠ募がある。

　高齢者の骨を守るための栄養ケア対策は今年で６年目を迎えた。毎年、定員を大きく上回る数のԠ募があり、京都市民の

健康への意識の高さを感じる。今年度は京都市長寿すこやかセンターからの要望もあり、骨密度測定会（QU4法での測定）

に参加したことのແい方を対象に募集をした。栄養クリニックଆのマンパϫーの問題もあり、今年度は10か所のみの測定

となったが、本事業を大学での研究成果を社会へؐ元する一つの場として、より内容の濃いものにしながら継続して実施し

ていきたい。

ɾֶशձΛؚΉʣࣨڭྉཧ߁ಋʢ݈ࢦɾӫཆ߁݈

　健康料理教室は、食事の楽しさ、健康૿進・疾ප予防、食จ化の承等、毎回さまざまなテーマで実施しており、料理を

通して市民の方々に栄養と健康、食生活のあり方を学んでいただく重要なプログラムである。

　当栄養クリニックは平成24年度に新3研究所౩に移り、健康料理教室の回数と受け入れ人数が大෯にアップした。平成

28年度からは料理教室を減らし、新たな事業として「健康૿進のための学習会」を開始した。健康૿進のための学習会で

は立ち上がりテストや２ステップテストによるロコモ度テストやそれͧれのご家庭のお味汁の塩分濃度を測定するなど、

参加者にとっては自身の生活をৼりฦるྑい機会となっているようである。しかしながら、参加率は料理教室とൺֱすると

低く、平成28～29年度は各テーマ２日開催していたが、平成30年度は各テーマ１日での開催とした。今後は活動を広く知っ

ていただき、新規の参加者を開するとともに、さらに魅力のあるプログラムとなるようझ向をڽらしていきたい。

ֶԂ࿈ܞɾֶࡏੜɺଔۀੜରͷۀࣄ

　在学生および卒業生に向けての生֔学習は、当クリニックの設立の目的でもある。施設が整備された平成24年度より学

生生活センターからの依頼で、在学生へのࢧ援として調理の基礎を学ぶ料理教室を開催しており、本年度から学生生活セン

ターの要望を受け、和食を基本からしっかりと学べるよう基礎ฤとԠ用ฤの２回連続して受講するࣜܗで学生ࢧ援の料理教

ӫཆΫϦχοΫར༻ऀਪҠ
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室を実施した。

　卒業生対象の事業は、本年度も卒業生のみを対象とした講座は実施しなかったが、卒業後も栄養クリニックを中心とした

ネットϫークが広がるよう卒業生を対象としたメールマΨジンを配৴している。卒業生にとって有意義なツールとなるよう、

今後もをしていきたい。� （ਢさゆみ）
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公開講座・地域連携講座等　人数

公開講座・地域連携講座等　件数

健康・栄養指導等　人数

健康・栄養指導等　件数

学内連携・在学生・卒業生向け　人数

学内連携・在学生・卒業生向け　件数

（件）

図１　「公開講座・地域連携講座等」、「健康・栄養相談等」、「学内連携・在学生・卒業生向け」人数および件数
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料理教室ʲ主催ʳ

日ç タçイçトçル
参加者数

（学生ボランティア）
参加スタッフ

７/４（水） 初夏のおもてなし簡単健康料理 16（１） 木戸・中村・ਢ

７/５（木） 初夏のおもてなし簡単健康料理 12（̌） 木戸・中村・ਢ

７/27（金） 夏休み親子料理教室「手打ちうどんͮくり」 ９（１） 木戸・中村・ਢ・খ܀

９/26（水） がよろこぶ健康料理 10（１） 中村・木戸・ਢ・খ܀

９/27（木） がよろこぶ健康料理 11（１） 中村・木戸・ਢ・খ܀

12/11（Ր） 12月のおもてなし健康料理 14（２） 木戸・中村・ਢ・খ܀

12/12（水） 12月のおもてなし健康料理 15（̌） 木戸・中村・ਢ・খ܀

２/14（木） 薬膳でアンチエイジング 17（１） 木戸・中村・ਢ・খ܀

２/15（金） 薬膳でアンチエイジング 15（̌） 木戸・中村・ਢ・খ܀

学習会ʲ主催ʳ

日ç タçイçトçル
参加者数

（学生ボランティア）
参加スタッフ

４/25（水） ශ݂対策のための取り組み 15（１） 木戸、中村、℄本、ਢ

５/16（水） ロコモティブシンドローム対策のための取り組み 19（１） 中村、木戸、℄本、ਢ

５/30（水） メタボリックシンドローム対策のための取り組み 12（１） 木戸、中村、℄本、ਢ

６/13（水） 高݂ѹ対策のための取り組み 17（４） 木戸、中村、℄本、ਢ

７/11（水） 骨粗鬆症対策のための取り組み 16（３） 中村・木戸・ਢ

ෟখスクールランチ　担当：中山ྰ子指導教員

日ç 食等څ会、お楽しみ౼ݕ食څ

6/29（金） お楽しみ献立試食ٴびڅ食ݕ౼会

7/6（金） お楽しみ献立　（大雨のҝ、取り止め）

11/20（Ր） お楽しみ献立試食ٴびڅ食ݕ౼会

11/29（木） お楽しみ献立実施

2/25（月） お楽しみ献立試食会ٴびڅ食ݕ౼会

3/8（金） お楽しみ献立実施

ฏ��ɹؒࣄߦใࠂ
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学内外栄養アセスメント（栄養૬ஊ）

日ç タçイçトçル
参加者数

（学生アルバイター）
参加スタッフ

10/17（水）
10/18（木）

中৴ビジネスフェア2018
出ு栄養アセスメントʲ依頼ʳ

134（５） 木戸・中村・ਢ

11/３（土） 大学ࡇにおける栄養アセスメント・栄養૬ஊʲ主催ʳ 252（27）
・・中山・今Ҫ・米࿘ٶ
木戸・中村・֯出・ࡔ・
܀野・ਢ・খٶ・ాٶ

大学地域連携事業　健康ͮくりイベント　高齢者の骨を守るための栄養ケア対策

ʲґཔ 　r対象：各老人福祉センター利用の高齢者（50歳以上）

　　　　ç実施内容：身長・体組成・骨密度の測定、アンケート、結果説明

日ç 開ç催ç場ç所
測定人数

（学生アルバイター）
参加スタッフ

６/11（月） 北老人福祉センター 41（３） 木戸

６/26（Ր） 上京老人福祉センター 38（３） 中村

６/29（金） 京老人福祉センター 30（３） 木戸

７/24（Ր） 南老人福祉センター 30（３） 中村

７/31（Ր） ӈ京中ԝ老人福祉センター 32（３） 木戸

９/10（月） ӈ京老人福祉センター 31（３） 中村

９/11（Ր） 世老人福祉センターٱ 16（３） 木戸

９/18（Ր） ޣ老人福祉センター 32（３） 木戸

９/28（金） 下京老人福祉センター 40（３） 中村

11/30（金） 山科中ԝ老人福祉センター 31（３） 木戸

東山区における「食」を通じた地域ネットϫーク活性事業ʲ主催ʳ

日ç タçイçトçル
対象者

（学生ボランティア）
参加スタッフ

７月発行 栄養クリニック通৴No.13
東山区のখ学校他
1700部

木戸・中村・℄本・ਢ

７/26（木） 夏休み親子料理教室
親子７組
親７名/子７名（３）

木戸・中村・ਢ

10月発行 栄養クリニック通৴No.14
東山区のখ学校他
1700部

木戸・中村・ਢ

10/24（水） シニア料理教室 ９名（１） 木戸・中村・ਢ・খ܀
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学内連携事業

日ç タçイçトçル 参ç加ç者ç数 参加スタッフ

５/23（水）
学生生活センター共催ç女子大生のための料理教室
「和食の基本（基礎ฤ）」

19 木戸・中村・℄本・ਢ

６/20（水）
学生生活センター共催ç女子大生のための料理教室
「和食の基本（Ԡ用ฤ）」

17 中村・木戸・℄本・ਢ

11/21（水）
学生生活センター共催ç女子大生のための料理教室
「和食の基本（基礎ฤ）」

11 木戸・中村・ਢ・খ܀

12/19（水）
学生生活センター共催ç女子大生のための料理教室
「和食の基本（Ԡ用ฤ）」

10 中村・木戸・ਢ・খ܀

１/16（水）
教育学ઐ߈・児ಐ学科依頼
京都༮ஓԂ対象の親子料理教室

親子12組
親12/子12

木戸・ਢ

栄養クリニック連བྷ会

日ç タçイçトçル 参ç加ç者ç数 参加スタッフ

９/３（月） 平成30年度度　栄養クリニック連བྷ会 54（14大学）
京都女子大学：ٶ・
木戸・中山・中村・ਢ

栄養クリニック施設見学ç等

日ç タçイçトçル 参ç加ç者 参加スタッフ

8/3（金） オープンキャンパス見学会 71 木戸・中村・ਢ

公開講座・学外依頼講演・講座

日ç 講ç演ç題ç目 対ç象ç者
講師

参加スタッフ

６/３（日）
ೝ定NPO法人アレルΪーࢧ援ネットϫーク主催
2018年第13期　アレルΪー大学京都講座
「乳༮児期の栄養と献立」

30
（アレルΪー大学

マイスターొ会員対象）
木戸

７/21（土）

生֔学習会　栄養講座
「ᶃ栄養でこんなに変わる、の発ୡやප気～
児から高齢者まで～」
「ᶄ子どもの味֮ܗ成と健康」

53
木戸・中山・⁋・中村・
ਢ

10/27（土）
生֔学習会　栄養講座
「ᶃ体の部分と食べ物の流れ」
「ᶄප気にならないための食生活」

52 木戸・中村・ਢ・খ܀

11/17（土）
昭和55年食物学科卒業生同૭会　講演
「健康長寿の食生活～骨粗しょう症とೝ知症の予防」

28 木戸

2/8（金） FB4oLBCo京都依頼　食物アレルΪー対策料理教室 19 木戸・中村・ਢ・খ܀

3/7（木）
ೝ定NPO法人京࣎骨を守る会共催
第7回　骨粗鬆症予防のための料理教室

20 中村・木戸・ਢ・খ܀
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冊子作成

発行日 タイトル 部ç数 内ç容

５月発行 骨を元気にするレシピ集（第３൛） 1000部 平成28年度発行第2൛より一部内容の改訂とデザイン変ߋ

研究活動

日ç 演ç題・จ表題 備ç考

９/４（Ր）
高齢者の骨を守るための栄養ケア対策
演題「骨密度低高齢者における食事内容の特徴」

第65回�日本栄養改善学会学術૯会（新ׁ）　
一般演題ޱ಄発表・共同研究発表　
℄本・木戸・中村・ਢ・山ޱ・ా中・ٶ

９/４（Ր）
夏休み親子料理教室
演題「親子料理教室でのʠだしʡを中心とした
味֮体験学習の実践例」

第65回�日本栄養改善学会学術૯会（新ׁ）　
一般演題ࣔ説発表・共同研究発表　
木戸・中村・ਢ・ٶ

1/11（金）
౻Ֆࡇ栄養アセスメント体験
演題「学Ԃࡇにおける栄養アセスメント前後の
行動変容に関するݕ౼」

第22回�日本පଶ栄養学会年࣍学術集会　
卒業研究セッシϣンޱ演発表・共同研究発表　
出ޱ・木戸・中村・℄本・ਢ・ٶ

1/31（木）

東日本大ࡂのඃࡂ者に対する
栄養管理ࢧ援プロジェクト
研究報จ「東日本大ࡂにおけるԾ設住に
らすඃࡂ者の身体ঢ়گ」

京都女子大学　食物学会ࢽ　第73号　p29～34
・ീాٶ・อ・赤ྮٱ

1/31（木）

東日本大ࡂのඃࡂ者に対する
栄養管理ࢧ援プロジェクト
調査報告「2011年3月11日の東日本大ࡂから
4年経過後（2015～2018）のඃࡂ者の身体ঢ়گ
および食事内容」

京都女子大学　食物学会ࢽ　第73号　p35～39
赤ྮ・ٱอ・ീా・ٶ

ͦのଞ

・学生ボランティアొ　25名、参加者延べ20名、ෟখスクールランチボランティア　延べ約500名
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（設ஔ）
第 1 条　京都女子大学学則第5�条に基ͮき、京都女子大学に
京都女子大学栄養クリニック（以下「クリニック」という。）
をஔく。
2　クリニックの৫及び運営は、この規則の定めるとこΖによる。
（的）
第 2 条　クリニックはݐ学のਫ਼ਆに則り、管理栄養士の࣮ફ
教ҭをはじめ、く健康・栄養にかかわる学ज़研究をਂめ、
その成Ռを学部・大学院の教ҭ、並びにࣾ会Ұൠにؐݩする
ことを的とする。
（事業）
第 3 条　クリニックは前条の的をୡ成するために次の事業
を行う。
⑴　家政学部食物栄養学科における健康・栄養にかかわる࣮
ફ教ҭ・研究

⑵　家政学研究科における࣮ફ教ҭ・研究
⑶　京都女子学Ԃ内における食ҭの推進
行物の発行ץ・ຽをରとした栄養指導・相談、啓発活動ࢢ　⑷
⑸　その他、クリニックの的をୡ成するために必要と認め
た事業

（健康・栄養指導のछྨ及びྉۚ）
第 4 条　健康・栄養指導のछྨ及びྉۚについてはผに定
める。
（クリニック構成員）
第 5 条　クリニックの事業を行うため次の構成員をஔくこと
ができる。
⑴　栄養クリニック長（以下「クリニック長」という。）　
1名

⑵　副栄養クリニック長（ඇ専任職員）（以下「副クリニッ
ク長」という。）　 1名
⑶　栄養クリニック指導教員（以下「クリニック指導教員」
という。）　एׯ名
⑷　栄養クリニック指導員（ඇ専任職員）（以下「クリニッ
ク指導員」という。）　एׯ名
⑸　栄養クリニック・ελッϑ（ϥϘϥτリʔ・ελッϑ）
（以下「クリニック・ελッϑ」という。）　 1名
⑹　栄養クリニック研究員（以下「クリニック研究員」とい
う。）　एׯ名
⑺　栄養クリニック研修員（以下「クリニック研修員」とい
う。）　एׯ名

（クリニック長）
第 6 条　クリニック長は、クリニック運営業務શൠを౷ׅす
るとともに、クリニック構成員として栄養相談活動に従事する。
2　クリニック長は、クリニック研究員及び研修員にରするॿ
。指導を行い、その任をෛう・ݴ

京都女子大学 栄養クリニック規則

3 　クリニック長は家政学部の専任教員で、かつҩ֨ࢿࢣを༗
する者の中から、家政学部長の推薦にもとͮき学長が委嘱する。
4　クリニック長の任期は 2年とし、再任を妨げない。
（副クリニック長）
第 6 条 2　副クリニック長は、クリニック長のもとにクリ
ニック運営業務શൠを掌り、栄養相談活動に従事するととも
に、クリニック指導員、クリニック・ελッϑを指شして相
談活動にਵするॾ業務を推進する。
2　副クリニック長は、クリニック長のもとにクリニック研究
員及び研修員にରするॿݴ・指導を行い、その任をෛう。
3　副クリニック長は、家政学部食物栄養学科において管理栄
養士養成課ఔの専任教員として 5年以上の教ҭ経ྺを༗する
ものの中から、運営委員会の議を経てクリニック長が推薦し、
学長のਃし出にもとͮき、学Ԃ長のঝ認を得た者について、
理事長名でܖ༺ޏをక݁する。
4　副クリニック長の任期は 1年とし、再任を妨げない。
（クリニック指導教員）
第 7 条　クリニック指導教員は、クリニック長及び副クリ
ニック長を補ࠤして、クリニック運営業務શൠに従事すると
ともに、栄養相談活動を分担する。
2　クリニック指導教員は、クリニック長及び副クリニック長
とともに、クリニック研究員及び研修員にରするॿݴ・指導
を行い、その任をෛう。
3　クリニック指導教員は家政学部の専任教員で、かつ管理栄
養士免許取得者の中からクリニック長の推薦にもとͮき、運
営委員会の議をて学長が委嘱する。
4　クリニック指導教員の任期は 2年とし、再任を妨げない。
（クリニック指導員）
第 8 条　クリニック指導員は、クリニック長、副クリニック
長、クリニック指導教員とともに、栄養相談活動を分担し、
ซͤて相談活動にਵするॾ業務に従事する。
2　クリニック指導員は、管理栄養士免許取得者で、かつ原則
として 5年以上の管理栄養士としての࣮務経ݧがあるものの
中から、運営委員会の議を経てクリニック長が推薦し、学長
のਃし出にもとͮき、学Ԃ長のঝ認を得た者について、理事
長名でܖ༺ޏをక݁する。
3　クリニック指導員は任期を 1年とし、再任を妨げない。
（クリニック・ελッϑ）
第 9 条　クリニック・ελッϑは、クリニック長、副クリ
ニック長、連携推進課長の監督のもと、クリニック運営業務
શൠに従事し、ซͤて栄養相談活動にਵするॾ業務を行う。
2　クリニック・ελッϑは、管理栄養士免許取得者（取得見
。Έの者をؚΉ。）とするࠐ
（クリニック研究員）
第 1 0 条　クリニック研究員は、クリニック長、副クリニック

੍　　定　平成20年 4 月 1 日
ऴ改定　平成28年࠷ 4 月 1 日
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長、クリニック指導教員、クリニック指導員とともに、栄養
相談活動を分担することができる。
2　クリニック研究員は、原則として京都女子大学及び京都女
子大学短期大学部の専任教職員で、クリニック長が推薦し、
運営委員会の議を経て、学長が委嘱する。
3　クリニック研究員の任期は 1年とし、再任を妨げない。
（クリニック研修員）
第 1 1 条　クリニック研修員は、原則として本学大学院生また
は卒業生であり、かつ管理栄養士免許取得者でクリニック長
が認めた者とする。
2　クリニック研修員は、クリニック長、副クリニック長及び
クリニック指導教員の指導・監督のもとに、栄養相談活動に
従事することができる。
3　クリニック研修員の研修期間は 1年とする。
（運営委員会）
第 1 2 条　クリニックの適正かつ円滑な運営を図るため、栄養
クリニック運営委員会（以下「運営委員会」という。）を設ける。
（運営委員会の構成）
第 1 3 条　運営委員会は次の各号に定める委員をもって構成する。
⑴　家政学部長
⑵　食物栄養学科主任
⑶　クリニック長
⑷　副クリニック長
⑸　クリニック指導教員の中より、クリニック長の指名する
者 1名
⑹　クリニック指導員（但し、複数の場合はクリニック長の
指名する者 1名）
⑺　教務部長
⑻　総務部長
⑼　教務部次長
（任期）
第 1 4 条　前条第 5号及び第 6号に定める委員の任期は 1年と
し、再任を妨げない。
2　前項の委員に欠員が生じたときは、直ちに補充するものと
し、その任期は前任者の残任期間とする。
3　前条第 5号及び第 6号を除く委員の任期は、それぞれの在
任中とする。
（委員長）
第 1 5 条　委員長は教務部長をもってあてる。
（運営委員会の運営）
第 1 6 条　委員長は運営委員会を招集し、その議長となる。
2　運営委員会は委員の過半数の出席により成立し、出席者の
過半数の同意により議事を決する。
3　委員長は必要に応じて、関係職員に出席を求めて、説明又
は意見を聞くことができる。
（運営委員会の審議事項）
第 1 7 条　運営委員会は次の事項を審議する。
⑴　クリニックの管理運営に関すること
⑵　健康・栄養指導、啓発活動の基本方針に関すること
⑶　クリニック研究員及び研修員の指導に関わる基本方針に
関すること

⑷　副クリニック長、クリニック指導教員、クリニック指導
員、クリニック研究員の選任に関すること
⑸　他の部局との連携に関する事項
⑹　その他、クリニックの業務に関する基本的事項
（専門会議）
第 1 8 条　第 3条の事業を円滑に行うため、運営委員会のもと
に専門会議を設ける。
2　専門会議は次の各号に定める委員をもって構成する。
⑴　クリニック長
⑵　副クリニック長
⑶　クリニック指導教員
⑷　クリニック指導員
⑸　食物栄養学科主任
⑹　連携推進課長
3　専門会議はクリニック長が議長となって議事を運営する。
4　クリニック長は必要に応じて、関係職員に出席を求めて、
説明又は意見を聞くことができる。
（専門会議の審議事項）
第 1 9 条　専門会議は次の事項を審議する。
⑴　健康・栄養指導、啓発活動に関する事項
⑵　健康・栄養指導、啓発活動担当者の業務分担並びに連絡
調整に関する事項
⑶　クリニック研究員及び研修員の指導に関する事項
⑷　その他、健康・栄養指導、啓発活動に必要な具体的事項
（事務の所掌）
第 2 0 条　クリニックの事務は、教務部連携推進課がこれを所
掌する。
（機密の保持）
第 2 1 条　健康・栄養指導、啓発活動担当者及びクリニックの
業務に関与する者は、職務上知り得た相談者の秘密を他に漏
らしてはならない。
2　その他、倫理に関わる事項については、「京都女子大学栄
養クリニック倫理綱領」を遵守するものとする。
（改廃）
第 2 2 条　この規則の改廃は、大学評議会の議を経て、学長が
これを行う。
　　　附　則
　この規則は、平成20年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
1　この規則は、平成22年 4 月 1 日から施行する。
2　第 5条第 1項第 4号のクリニック指導員の人数については、
毎年度、当該年度の予算の範囲内においてこれを定めるもの
とする。
　　　附　則
　この規則は、平成23年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規則は、平成25年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規則は、平成27年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規則は、平成28年 4 月 1 日から施行する。
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京都女子大学　栄養クリニック৬員

˙栄養クリニック長（食物栄養学科教員・医師）

ʲ担当科目・研究分野ʳ

　ঘ志　家政学部教授ٶ පଶ栄養学、解生理学、ྟচ医学֓・予防医学、健康科学、ප、ං満

˙෭栄養クリニック長（元食物栄養学科教員・管理栄養士）

ʲ研究分野ʳ

木戸　詔子　　京都女子大学名༪教授 食品白質学、ྟচ栄養学、調理科学

˙栄養クリニック指導教員（食物栄養学科教員・管理栄養士）

ʲ担当科目・研究分野ʳ

中山　ྰ子　家政学部教授
今Ҫܙࠤ子　家政学部教授
ԣ山　Ղ子　家政学部।教授
米࿘　直子　家政学部।教授

栄養教育・脂質栄養生化学、栄養教育（食育）
ྟচ栄養学・පをはじめとする生活習慣පの食事療法
公ऺ栄養学・細ە学、食品Ӵ生
栄養ධՁ、ライフステージผ栄養学・エネルΪー謝

˙栄養クリニック指導員（管理栄養士）

中村　智子

℄本美༝ل

元ؙ大食品ࣜג会社　管理栄養士（品開発）
会社ベネフィットϫン・ϔルスケア（特定อ健指導）ࣜג
元大ࡕ北野පӃ　管理栄養士

˙栄養クリニック研究員（食物栄養学科教員）

ʲ担当科目・研究分野ʳ

ఴ　ఓߒ　家政学部教授 健康ڥ、食品Ӵ生学、食品Ӵ生学実験、公ऺӴ生学、基礎の化学・食品҆全性学

Տ村　༤　家政学部教授 科学ӳޠ、食品学実験、食物栄養の化学・食品科学、Ԡ用生物化学

⁋　　խ߂　家政学部教授 Ԡ用生理学、ྟচපଶ学、生理学実験、খ児科学、ਆ経科学

ീా　　一　家政学部教授 基礎の生物学、食品加学実習・食品科学、食品加学、食品免疫学

寄本　　明　家政学部教授 運動と健康科学、基礎栄養学、運動栄養学、基礎の生物学・ڥ生理学（含体力医学・
栄養生理学）、公ऺӴ生学、健康科学、Ԡ用健康科学、スポーツ科学

ത美　家政学部।教授　　ܡ 食経営管理・食品栄養学څ

Տ野　ಞ子　家政学部।教授 食運営・食จ化څ、食経営管理څ

थ山　ರ子　家政学部講師 ྟচ栄養学・栄養生理学

松ඌ　ಓݑ　家政学部।教授 分子栄養学、生化学実験、基礎実験、バイオテクϊロジー実験・分子生物学、分子栄
養学、生化学

松本　৾　家政学部।教授 基礎栄養学、分子栄養学、基礎実験、基礎の有機化学・Ԡ用生物化学、機能生物化学

㖊野世美子　家政学部।教授 調理学、ライフステージผ栄養学・調理科学

˙栄養クリニック研म員（管理栄養士）

ʲ担当科目・研究分野ʳ

山ޱ　友وֆ　大和学Ԃ।教授 基礎栄養学・老年介護学

˙栄養クリニックスタッフ（管理栄養士）

　ਢ　さゆみ　ラボラトリー・スタッフ
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　京都女子大学栄養クリニックは、平成20年度に開設して11年、また、R研究棟に移転して
からも７年が経過いたしました。お陰さまで、今年度も活動報告書第11号（2018年度）を出
版することが出来ますこと、関係の皆様に厚く御礼申し上げます。
　今年度も、栄養クリニックのスタッフの他、家政学部食物栄養学科の全教員が、栄養クリ
ニック指導教員または栄養クリニック研究員として、卒業生が栄養クリニック研修生として、
また、総勢500名を超す学生ボランティアが、さまざまな事業に参加してくださいました。
　まず、今年度のトピックはロゴマークです。開設10周年記念事業期間を平成29年７月から
30年６月30日までと定め、昨年度はさまざまな記念事業を行ってきましたが、今年度は、栄
養クリニックのロゴマークを作成しました。三大栄養素を表す三色（赤、黄、緑）と、マー
クの円周を顕微鏡で探求する意を表し、研究活動にも結びつけたデザインは、栄養クリニッ
クの活動を象徴するものとして、今後、さまざまな取り組みの場で、活用が期待されます。
　今年度は、生涯学習として、対象を卒業生から一般市民まで広げ、２回開催しました。多
目的室が狭く感じられるほど多くの方が参加され、食や健康への関心の高さや、生涯教育の
ニーズがうかがえました。その他、大学地域連携事業や学園祭における栄養アセスメント・
栄養相談なども継続し、社会貢献のみならず、研究活動としてもその成果を学会や学会誌に
発表しました。
　また、昨年度まで、５年間続けた「東日本大震災の被災者に対する栄養管理支援プロジェ
クト」の成果を、研究論文、調査報告として京都女子大学食物学会誌に記載しました。
　一方、学園内の食育活動として、附属小学校における附小スクールランチや大学での学生
生活支援行事「女子大生のための料理教室」に加え、今年度は、学長採択型課題解決プロジェ
クト「教育学専攻・児童学科と京都幼稚園との教育研究連携」に参画し、京都幼稚園対象の
親子料理教室を開催しました。
　管理栄養士養成施設に設置された栄養クリニックで構成される「全国栄養クリニック連絡
会」の事務局も担当しましたが、年々参加される大学が増加していく中で、学生がボランティ
アに参加し、多様な活動をしている大学はなく、本報告書からもその活動の多様さを実感す
ることができます。
　栄養クリニックは、新たな10年に向けてスタートしました。これからも地域に根ざした大
学の ｢教育研究機関｣ として、さまざまな課題を一つずつ解決しながら、事業内容及び研究
活動の充実を図って行きたいと思っております。今後とも引き続き、ご支援ご指導を賜りま
すようお願いいたします。� （中山玲子）

編　集　後　記
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ฤ集ҕ員会

　ฤ集ҕ員長　　ٶ　ঘ志

　ฤ集ҕ員

　　　中山　ྰ子

　　　木戸　詔子

　　　中村　智子

　

　

　事務担当　　ਢ　さゆみ

平成31年３月１日発行

発行　京都女子大学栄養クリニック

ฤ集者　　ٶ　ঘ志

住所　˟605�8501

　　　京都市東山区今۽野北日٢ொ35

5&L　075－531－2136

FA9　075－531－2153

　U3L　Ittp：//XXX.kyoto�Xu.Bc.Kp/EBigBku/

sIisetsu/eiyouclinic/inEeY.Itml
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